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平成２６年度

第１３回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 大分県教育実践者表彰について

第２号議案 教職員の懲戒処分等について

（２）報 告

①管理職・主幹教諭選考試験について

②山香農業高校教諭によるFacebookへの不適切な書き込みに対する

処分について

③「おおいた教育の日」推進大会について

④大分県ＰＴＡ連合会からの要望について

⑤平成２６年度歴史博物館特別展「九州の戦国」について

（３）協 議

①大分県グローバル人材育成推進プラン（案）について

（４）その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 委員長 松 田 順 子

委員長職務代理者 林 浩 昭

委員 麻 生 益 直

委員 岩 崎 哲 朗

教育長 野 中 信 孝

欠席委員 首 藤 照 美

事務局 理事兼教育次長 河 野 盛 次

教育次長 落 合 弘

教育次長 大 城 久 武

教育改革・企画課長 佐 野 壽 則

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務課長 岡 田 雄

福利課長 大 石 尚 志

義務教育課指導主事兼課長補佐（総括） 姫 野 悟

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 髙 畑 一 郎

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 山 口 博 文

体育保健課長 蓑 田 智 通

歴史博物館長 小 林 浩 典

教育改革・企画課主幹 勝 尾 裕 美

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 １３ 名
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開会・点呼

（松田委員長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、首藤委員が欠席です。

ただいまから平成２６年度 第１３回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（松田委員長）

本日の会議録の署名委員でございますが、林職務代理者にお願いした

いと思います。

会期の決定

（松田委員長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりであります。

会議の終了は１４時３０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（松田委員長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案及び第２号議案、報告の②については、人事に関する案件

ですので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項た

だし書の規定により、これを公開しないことについて、委員の皆さんに

お諮りいたします。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第１号議案及び第２号議案、報告の②については、非公開

といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①管理職・主幹教諭選考試験について

（松田委員長）

それでは、報告第１号「管理職・主幹教諭選考試験について」報告を

してください。

（藤本教育人事課長）

前回の教育委員会で協議していただいた管理職選考及び主幹教諭選考

について、実施要項がまとまりましたのでご報告いたします。

まず、管理職選考についてですが、今年度実施の選考の主な変更点は

３点です。

１点目として、昨年度から資格試験化を打ち出しましたが、そのこと

を明確化するために、選考名及び登載名簿の名称を変更しております。

２点目として、今回の選考から新たに「求める管理職像」を示し、求

める人材を明確化しております。

３点目として、人事評価の結果を５年分使用することとします。

続いて、主幹教諭選考についてですが、選考日程を早めるため、教頭

選考との併願を認め、募集期間を同じくし、教頭選考との併願希望者は

願書を教頭選考のもので兼ねるように変更しております。また、県立学

校における主幹教諭選考を新たに実施することとなっております。

以上でございます。

（松田委員長）

ただいまの説明について、何かご質問がありますか。

（岩崎委員）

「求める管理職像」にある主任制度についての記述ですが、学校改革
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のための具体的な取組みの例示なので、「主任制度など」と「など」を付

けて、例示であることが分かるような表現にしてはいかがでしょうか。

（藤本教育人事課長）

わかりました。

③「おおいた教育の日」推進大会について

（松田委員長）

次に、報告第３号「『おおいた教育の日』推進大会について」報告を

してください。

（曽根﨑社会教育課長）

１１月１日の「おおいた教育の日」推進大会のご説明をさせていただ

きます。資料をご覧ください。開始は１１月１日（土）の１３時からに

なります。場所は日田市です。

平成２２年度から、地域開催として別府市、宇佐市、佐伯市、豊後大

野市で開催致しまして、１０周年記念推進大会は日田市での開催となり

ます。

内容につきましては、１０周年を記念する講演と本年度設定しました

年間テーマ「学校･家庭･地域で育む子どもたちの健康」に基づく講演を

実施します。開会前のアトラクションは、日田市立日隈小学校金管バン

ドによる演奏を披露します。

第１部では、１０周年記念講演「日本の心～美しい情緒と国柄～」と

題して、「国家の品格」の著者として有名な、お茶の水女子大学名誉教

授の藤原正彦氏の講演を行います。第２部では「みんなで進める笑顔と

お口の健康づくり」と題して、岩瀬達雄氏に、講演していただきます。

岩瀬氏がこれまで取り組まれてきた佐賀県の例を紹介していただきなが

ら、学校・家庭・地域の中で、歯の健康への意識がどのように浸透し、

向上したかなど、お話していただきます。

参加者につきましては、県民、学校教育関係者、社会教育関係者等と

なっていますが、９００人を目標にしています。

次に、３ページのエッセー入賞者一覧をご覧ください

推進大会の第２部において、エッセー表彰者の表彰と最優秀作品の朗

読を予定しています。募集については、一般の部、小・中・高等学校・

大学等の部、ともに「健康を考える」というテーマで募集をしたところ、

一般が２８点、小学生５４点、中学生２４７点、高校生８５５点、大学

生７点の計１１９１点の応募がありました。

９月２９日に実施した審査委員会の経過と結果をご説明します。大分

県教育の日推進会議の参加団体から１６名の方に審査していただきまし
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た。予備審査の後「一般の部」１２作品、「小・中・高等学校・大学等

の部」１７作品の中から、３ページに掲載していますとおり、部門ごと

に最優秀賞と優秀賞を決定いたしました。なお、学校賞については、日

田市立大山中学校、東九州龍谷高等学校の全校をあげての取組が評価さ

れての受賞となります。

作品については、推進大会プログラムや大分県教育委員会ホームペー

ジに掲載して、広く県民に紹介します。

最後に、１０月～１１月の普及期間中の関連行事についてです。本年

度は県内各地において９５５行事が実施され、多くの県民の方々にご参

加いただく予定です。各行事については県教育委員会のホームページで

紹介をしています。

以上、「おおいた教育の日」推進大会について報告させていただきま

したが、当日は松田委員長に教育委員会を代表してご参加いただく予定

となっています。教育委員の皆様にも、大変お忙しい中とは思いますが、

ご参加をお願いしたいと思います。

以上でございます。

（松田委員長）

ただいまの報告につきまして、質問・意見はございませんか。

（松田委員長）

資料３ページの「作品タイトル・概要」の欄に「８０歳」と書いてあ

りますが、選考に年齢は関係あるのですか。

（曽根﨑社会教育課長）

選考に年齢は関係ありません。ちなみに、応募者の最高齢の方は９０

歳でした。

④大分県ＰＴＡ連合会からの要望について

（松田委員長）

次に、報告第４号「大分県ＰＴＡ連合会からの要望について」報告を

してください。

（曽根﨑社会教育課長）

大分県教職員組合主催の「親子で学ぶ韓国平和の旅」について、多く

の保護者の不安や疑問の声が、大分県ＰＴＡ連合会に寄せられました。

このことから、教育現場への不安や疑問が早急に取り除かれるよう、

１０月１日、大分県ＰＴＡ連合会から、公教育の中立性を保った教育活

動及び学習指導要領に準じた平和授業の実施について、要望書が県教育
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委員会に提出されました。

教育長からは、必要に応じて大分県教職員組合に申し入れを行うこと、

学習指導要領に基づいた教育が適正に行われるよう改めて指導するこ

と、平和授業の実態について調査した上で、必要な措置を講じると、コ

メントをいたしました。

なお、１０月３日に、大分県ＰＴＡ連合会から大分県教職員組合へ、

「親子で学ぶ韓国平和の旅」に関して、教育活動が学習指導要領に基づ

いたものになるよう、是正を求める要請書が提出されております。

以上で報告を終わります。

（松田委員長）

ただいまの報告について、質疑・意見等はございませんか。

（岩崎委員）

「親子で学ぶ韓国平和の旅」に関しては、組合活動であっても教員の

立場を考えた場合、教育指導上において適切とはいえない面があるので

はないかという観点から、教育委員会会議において議論したところです。

今回、県ＰＴＡ連合会から平和授業についての要望がなされています

が、現在、平和授業がどういった形で実施されているのか、平和授業と

はどういうものかをまず説明してください。

（河野理事兼教育次長）

本年度の大分県教職員組合の運動方針には、「四結節点を中心として

平和教育の日常化を図ります。」と記載されています。「８月６日『平和

をねがう日』を特設授業として、人間の尊厳を基調に、『原水爆』『戦

争』『核』を中心主題とし実践します」、「５月３日『憲法記念日』、１２

月８日『アジア・太平洋戦争』、２月１１日『建国記念の日』の特設授

業を行い、『平和』を追求する四結節点の充実・発展に取り組みます」、

「学校の年間カリキュラムのなかに、５月３日『憲法記念日』、８月６

日『平和を願う日』、１２月８日『アジア太平洋戦争』、２月１１日『建

国記念の日』の四結節点での特設授業を位置づけるとともに、教科・教

科外の日常実践を組織的にすすめます」と記載されています。平和授業

については、教育長が、その実態について調査するとコメントいたしま

した。

（岩崎委員）

どんなコメントをされたのか、具体的に教えてください。

（野中教育長）

要望の１点目については、組合に対して、必要に応じて再度申し入れ
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を行うこと、必要があれば指導を行うこと。２点目については、実態を

調査することです。

（河野理事兼教育次長）

先ほどは、省略しましたので、読み上げます。

（曽根﨑社会教育課長）

教育長のコメントを読み上げます。

「大分県教職員組合が主催した『親子で学ぶ韓国平和の旅』や『ミニ

懇』など近時報道されている事柄につきましては、学習指導要領を含め、

法令遵守の観点から、可能な限りの対応をしてきたところですが、本日、

多くの保護者の皆さん方から不安の声が寄せられる結果となりましたこ

とについては、残念なことと思っています。

県教育委員会としては、保護者の皆さん方の願いをしっかりと受け止

め、市町村教育委員会と連携し、二度とこうした不安の声をいただくこ

とのないよう、対処して参りたいと考えています。

まず、要望１につきましては、今後必要に応じて、改めて大分県教職

員組合に対して申し入れを行うなど対処して参ります。また、教職員の

教育活動については、学習指導要領に基づいた教育が適正に行われるよ

う改めて指導して参ります。

次に、要望２につきましては、その実態について調査した上で、必要

な措置を講じて参ります。」

以上でございます。

（岩崎委員）

事実関係を確認したいのですが、先ほどの説明ですと、組合の運動方

針に四結節点を中心として平和教育の日常化を図るということが記載さ

れているとのことですが、４回の「平和授業」が授業中に行われており、

その授業がこのような組合の方針に沿った形で実施されているという実

態があるのですか。

（河野理事兼教育次長）

組合が授業するわけではないので、学校長が設定した授業の中におい

て平和授業を実施しています。８月６日は夏期休業中ですが、その他は

正規の授業中に行われています。

（岩崎委員）

他の県でも同様に実施しているのですか。他県の状況を教えてくださ

い。
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（河野理事兼教育次長）

全国状況を詳しく調査していませんが、全県で実施しているのは、限

られた県のみだと思います。

（岩崎委員）

四結節点を中心として、平和授業の日常化の運動をしている組合の方

針に基づいて授業が実施されているということであれば、これが適切と

は言えないと思います。したがって、行われている授業の中身に踏み込

んで調査をすることが必要になるのではないでしょうか。どのような授

業が実施されているのか、組合の方針との関係について調査し、報告を

お願いします。

（野中教育長）

教職員組合の方針に位置づけられ、学校現場で学習指導要領との関係

において、どのようになっているか、四結節点それぞれの日に趣旨はあ

るが、適切に扱われているか調査し、ご報告いたします。

（松田委員長）

子どもたちや保護者が不安にならないような授業を進めるよう、必要

に応じた対処をお願いします。

⑤平成２６年度歴史博物館特別展「九州の戦国」について

（松田委員長）

次に、報告第５号「平成２６年度歴史博物館特別展『九州の戦国』に

ついて」報告をしてください。

（小林歴史博物館長）

歴史博物館の平成２６年度特別展「九州の戦国」について、ご説明い

たします。

期間は、今月１７日（金）から１１月２４日（月）までの１ヶ月と１

週間です。現在、ＮＨＫの大河ドラマでは、黒田官兵衛が主人公となっ

ていますが、当館では、豊後・豊前・筑前・筑後・肥前・肥後の６ヵ国

の守護職となり、九州最大の大名となった大友宗麟を中心に据えて「九

州の戦国」と題した特別展を開催します。「大友家と他大名との衝突」、

「大友家の繁栄」、そして、「大友時代の終焉」を、合戦図や古文書、刀

や鎧甲などの戦の道具、その時々に登場した人々の人物画像、大友府内

町跡からの出土品などを通して見ていきます。

注目すべき展示品としては、いずれも島津家文書で国宝の「豊臣秀吉

朱印状」と「羽柴秀吉直書」、重要美術品の「大友宗麟画像」、国指定重
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要文化財「白檀塗浅葱糸威腹巻（びゃくだんぬりあさぎいとおどしはら

まき）」と名付けられた柞原八幡宮所蔵の甲冑などがあります。ほかに

は、見応えのある「耳川合戦図屏風」、西の関ヶ原と呼ばれる「石垣原

合戦絵図」など、１００点を超える展示品を用意しました。

ＮＨＫの大河ドラマ「軍師官兵衛」の時代背景や九州の戦国時代を理

解する上で、とても役に立つ展示会となっていると考えております。期

間中には「記念講座」や「見どころ解説」も開催します。中でも１０月

２５日（土）には、豊後大友宗麟鉄砲隊による火縄銃演武も予定してお

ります。詳しくは資料をご覧ください。この機会にぜひ、宇佐風土記の

丘にお越しいただき、特別展をご覧いただきますようお願いいたします。

以上です。

（松田委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（松田委員長）

タイムリーな展示ですので、人がたくさん来るとよいですね。

【協 議】

①大分県グローバル人材育成推進プラン（案）について

（松田委員長）

それでは、協議の①「大分県グローバル人材育成推進プラン（案）に

ついて」協議を行います。

（佐野教育改革・企画課長）

〈説明概要〉

・「大分県グローバル人材育成推進会議」の設置について

・大分県における「グローバル人材」の資質・能力の考え方

・グローバル人材育成のための体制の整備

（松田委員長）

何かご質問・ご意見等はございませんか。
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（林職務代理者）

この案を今読んで説明を受け、非常によくできていると感じました。

大分県は多様性を受け入れてきた地域だと思います。これはとても大事

で、例えば、私は国東ですが、国東の例でいうと、ペトロカスイ岐部と

いう人物がいて、あの時代に歩いてエルサレムからローマに行きました。

そういう人もいるし、三浦梅園のように、外国と全く接しないけれども、

独自の世界をつくった、これも大事なことだと思います。いろんな多様

性のある人がいる大分県だからこそできるグローバル人材、単に外国に

行って発信すればよいということではなくて、一から全て独自に考えて

いくということが大事です。そんな人にあふれた場所ではないかと思い

ます。そういう意味で、この案を今日帰って読みたいと思いますが、と

てもよく議論されてるし、将来の子どもたちのことをよく考えてできて

いると思います。

（麻生委員）

私も同感ですが、いかにこれを現場に落とし込むかということがこれ

からの課題だと思います。単純に言えば、私自身も子どもには英語をし

ゃべれるようにしようと、親心として思っていますが、今、現実に自分

の子どもを見たときに、現実にかなっていません。親として、子どもを

思う気持ちというのは、将来の夢としてあると思います。それが、我々

教育委員会として同調して、そして、それをいかに現場に落とし込むか

ということが大切です。教育改革・企画課がつくった、このプランは素

晴らしいと思います。この推進協議会のメンバーも、なかなか面白いメ

ンバーが集まって、有意義な会だと思います。問題はこの次です。この

プランをどう落とし込むか、それを楽しみにしています。

（林職務代理者）

外国からの留学生も含めて、大分には外国の方が多くいます。子ども

たちは、外国の人に接する機会を多く持っています。それと、ここにも

記載されていますが、ＡＬＴについては、外国から来て、英語を教えて

いますが、彼らが実際どういうことをしているかということは、実は私

たちはあまり知りません。会って話したことはあまりありませんが、何

かチャンスがあれば、そういう授業も見てみたいし、彼らがどういう思

いで日本で英語を教えているかということも知りたいと思います。

（松田委員長）

外国からの留学については、奨学金であったり経済的にバックアップ

されています。経済的にバックアップする国があれば、この資料にある、

経済的な壁というのは少し緩和されると思います。日本は、その点で、

すごく留学しやすい国になっていると思います。
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修学旅行で英語圏に行っている高等学校が何校ありますか。

（佐野教育改革・企画課長）

現在、海外に修学旅行に行っている高校は全部で５校あります。その

うち、３校はオーストラリア、２校はシンガポール、マレーシアへ行っ

ています。

（松田委員長）

修学旅行でも、一度外国に行くと、「外国に行きたい」という気持ちが

高まると思います。先ほど、麻生委員の発言にあったように、現場でど

う活かすかという点では、修学旅行についても、できるだけ外国に行く

と、全然見聞が違ってきます。外国に行ったら、日本がよく見えること

もあると思います。

また、林職務代理者から、ＡＬＴについての発言がありましたが、Ａ

ＬＴの方に協力してもらって、英語弁論大会での表彰などをすると、非

常に刺激的で、具体的になると思います。

非常によくまとめているので、是非進めていただきたい。

次回、議案として提出をお願いします。

（松田委員長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

【その他】

①全国学力・学習状況調査結果の公表について

（姫野義務教育課義務教育指導班課長補佐）

１点、ご報告を申しあげたいと思います。全国学力・学習状況調査の

結果の公表に関する件です。今、配付した資料をご覧ください。

お配り致しました資料は、大分県教育委員会のホームページを印刷し

たものです。これまで、教育委員会会議におきまして、ご議論いただい

てきました方針のもと、本日、ホームページに結果を公表いたしまして、

また、取組状況もアップいたしました。１ページをご覧ください。中段

３つ目のグレーの丸が、全国学力・学習状況調査市町村の調査結果、そ

の下が成果をあげた学校の公表となっています。

２ページをご覧ください。これは中津市の教育委員会が作成したアク

ションプランです。このようなプランを１８市町村、ホームページで公
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表しています。

次の３ページは、成果をあげた学校の公表基準等を示したものです。

次の４ページが、成果をあげた学校名一覧です。今回、成果をあげた学

校として、学校規模別に、学校名を公表しました。学校名をクリックす

ると、学校のホームページに行く場合と、例えば、左上の「小学校－大

規模－大分市立豊府小学校」の「ＰＤＦ」と書いた右側をクリックしま

すと、５ページにある「大分市立豊府小学校学力向上プラン」とある学

校の取組を見ることができるという構成にしております。

以上でございます。

（松田委員長）

ありがとうございました。何か、これについて質問等はありますか。

（林職務代理者）

これは、２年続けて全国の平均正答率を上回った学校名ですね。そう

すると、今年は、小学校の結果が良かったので、来年、公表される学校

名がもっと増えるわけですね。

（姫野義務教育課義務教育指導班課長補佐）

そうなればいいと思っています。

（松田委員長）

その他、何かございませんか。

（岩崎委員）

提案がございます。

麻生委員の任期が明日で満了のため、本日が最後の教育委員会だと聞

いています。麻生委員が委員になられたあと、平成２０年に（教員採用

試験に係る贈収賄）事件が起こり、委員長として大変な１年間を過ごさ

れました。麻生委員長の時代に、教育改革の大きな方向性が決まり、現

在、私たちは、「その方向性に沿って、これを継続・発展させてきた。」

と考えています。私たちから、麻生委員の退任にあたり、大変ご苦労さ

れたことに感謝の意をこめて、また、今後、私たちが平成２０年の事件

を忘れずに改革を継続していくという意思を再確認をするためにも、是

非一言ずつ発言させていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

（松田委員長）

明日、１０月８日をもちまして、麻生委員の８年６ヶ月の任期が満了

いたします。ただ今、岩崎委員から、一言ずつという提案がありました

ので、岩崎委員からお願いします。



- 14 -

（岩崎委員）

先ほど言いましたように、平成２０年の事件は、大分県教育委員会に

とって、大変重大な事件でした。麻生委員は、民間会社の社長であって、

教育委員になられた方ですが、事件発生の直後に委員長に就任し、大分

県教育委員会を挙げての改革の方向性をぶれずにつくってくれたと思っ

ています。あの１年間は、大分県教育委員会にとって大変な１年間でし

たし、麻生委員長ご自身にとっても、人生の中で大変な１年間だったと

思います。これを最後まで全力を尽くして対処されたことに対して、心

から「ご苦労様」と申し上げるとともに、「ありがとうございました」

と感謝申し上げたいと思います。

（林職務代理者）

麻生委員は、あの事件の後、すぐに委員長になられて、私は職務代理

者でしたが、麻生委員は、ほとんど毎日こちらへいらっしゃっていたと

思います。いろいろな検証や、新しい改革ということで、すぐに報告書

を作りましたし、非常にご苦労されたと思います。それがあるからこそ、

まだ全てがうまくいっているわけではなくて、今後も、その改革を継続

しなければいけないと思いますし、麻生委員が築いてくれたそれを忘れ

ずに、今後とも果敢にしつこく改革をしていきたいと改めて思います。

麻生委員に感謝をしたいと思います。どうもありがとうございました。

(野中教育長）

この中では、教育委員になったのは、私が最後で、一番厳しい時代を

経験していませんが、平成２３年にかなり大きな改革をやって、決して

後退していけないという時期を築いたと思います。その中で、麻生委員

は教育委員会の中で、変わってきた教育委員会をさらに発展させるとい

う立場でいろいろなご発言をいただき、事務局もそれに鍛えられてきま

した。教育委員会の議論の形骸化が言われるなかで、しっかり議論が出

て、それをリードしていただいたことに感謝したいと思います。麻生委

員が作り上げた、あの未曾有の時期を乗り越えた今があるこの姿を、さ

らに発展させる立場にあるという思いで努力していきたいと思います。

本当にありがとうございました。

（松田委員長）

私は平成２１年度に教育委員に就任し、事件当時は一般の立場で客観

的に見ていたのですが、教育委員に就任してみると、教育委員を中心に

事務局も必死で改革に取り組んで、非常に前向きだと思いました。この

姿は、いろいろな結果が出ると思って一緒に努力してきました。麻生委

員には優しく導いていただいて、教育委員とはどのようなことをしない
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といけないのか、ということを随分教えていただきました。本当は、指

導していただきたいことはまだまだいっぱいあって、教育委員を退任さ

れますが、今後もご相談させていただきたいと思います。いろいろな意

味で感謝することが多すぎて、言葉で言い尽くせません。本当にありが

とうございました。

（松田委員長）

それでは、麻生委員から退任のご挨拶をいただきたいと思います。

（麻生委員）

昨日から本当に眠れませんでした。

この部屋と、教育長室で、当時の教育長と２人で過ごした１ヵ月、本

当につらい思いをしました。人生において、自分の仕事でもないことで、

こんな思いをするとは夢にも思いませんでしたし、思い出すと本当に苦

痛の毎日でした。

昨夜も、２１人の方を採用取消にしたときの夢をみました。あのとき

の判断はどうしようもなく、その日の当時の教育長とのひとつひとつの

会話を忘れません。二度とこんなことがあってはいけない、というのは

当然のことです。そう言いながら、前回の教育委員会会議での組合での

問題については、やはり共存共栄をしていくべきではないかと発言させ

ていただきました。全ての堀を埋めてしまって、生きていけなくなって

はいかがなものか、ということも言わせていただきました。

私も８年６ヶ月間、この業界で様々なことを経験させていただいて、

教育というものの目的、ベクトルは教員もみんな一緒だと思います。ぜ

ひ、そのことを、もう一度みなさんと共に考えていきたいし、あの当時

言われていたのは、会社に例えると、一生懸命に各支店や営業所が頑張

っているのに、本社は何をしているのか、ということでした。教育庁と

いう本社がこけにされたような、そんな感じで各現場の先生は見ていた

ように感じました。その実例が翌年、林委員長になった時に、私が職務

代理者になって、各県下の学校を回ったときに、「麻生職務代理者は来

年、委員長ですね。頑張ってください。」と言われて、「この校長は、私

が去年、委員長をしたことを知らないのだな。あなたたちのために頑張

ってきたつもりだったけど、そのことすら現場はもう忘れつつあるのか、

我関せずなのか。」と、非常にショックを受けたことを覚えています。

なかなか１万数千人も職員がいると、一枚岩になるということは難しい

かと思いますが、目的は皆「子どもの教育」ということで、ひとつだと

思います。ぜひとも、大分県の教育発展のために、これからも全員が一

丸となって、頑張っていただきたいと思います。いろんな意味で、良い

勉強をさせていただきました。

これから、私も頑張りますし、充実した意義ある教育が発展していく
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よう祈念申しあげます。まとまりのない話になりましたが、退任のあい

さつに変えさせていただきます。お世話になりました。

（松田委員長）

麻生委員、ありがとうございました。麻生委員の的確なお言葉とか、

本当に一生懸命取り組んでいる姿をみて素晴らしいと思いました。ご苦

労さまでした。

（松田委員長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

ないようですので、先に非公開と決定しました案件の議事を行います。

関係課室長のみ在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してくださ

い。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 大分県教育実践者表彰について

（松田委員長）

それでは、第１号議案「大分県教育実践者表彰について」提案を求め

ます。

（説 明）

（松田委員長）

ただ今、提案のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

それでは、ただ今、提案のありました第１号議案の承認について、お

諮りいたします。第１号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。
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（採 決）

（松田委員長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

第２号議案 教職員の懲戒処分等について

（松田委員長）

それでは、第２号議案「教職員の懲戒処分等について」提案を求めま

す。

（説 明）

（松田委員長）

ただ今、提案のありました「教職員の懲戒処分」について、審議を行

います。質疑・意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

では、ただ今、提案のありました「教職員の懲戒処分」の承認につい

て、お諮りいたします。提案のありました懲戒処分について、承認され

る委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（松田委員長）

懲戒処分については、提案どおり承認します。

続いて、「退職手当支給制限処分」について、提案を求めます。

（説 明）

（松田委員長）

ただ今、提案のありました「退職手当支給制限処分」について、審議

を行います。質疑・意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

では、ただ今、提案のありました「退職手当支給制限処分」の承認に
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ついて、お諮りいたします。提案のありました処分について、承認され

る委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（松田委員長）

「懲戒処分」、「退職手当支給制限処分」、いずれも承認されましたの

で、第２号議案については、提案どおり承認します。

【報 告】

②山香農業高校教諭によるFacebookへの不適切な書き込みに対する処分につい

て

（松田委員長）

次に、報告第２号「山香農業高校教諭によるFacebookへの不適切な書

き込みに対する処分について」報告してください。

（説 明）

（松田委員長）

何かご質問・ご意見等はございませんか。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

最後にこの際、何かありましたら、お願いします。

ないようですので、これで平成２６年度第１３回教育委員会会議を閉

会します。

お疲れ様でした。



平成26年度第13回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２６年１０月７日（火）

１３：０５～１４：３０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 大分県教育実践者表彰について

第２号議案 教職員の懲戒処分等について

（２）報 告

①管理職・主幹教諭選考試験について

②山香農業高校教諭によるFacebookへの不適切な書き込みに対する処分

について

③「大分教育の日」推進大会について

④大分県ＰＴＡ連合会からの要望について

⑤平成２６年度歴史博物館特別展「九州の戦国」について

（３）協 議

①大分県グローバル人材育成推進プラン（案）について

（４）その他

４ 閉 会



実施要項新旧対照（小中学校校長選考）
平成２７年度大分県市町村立小・中学校校長採用資格保有者選考試験（２６年度実施案） 平成２６年度大分県市町村立小・中学校｢校長｣採用候補者選考試験（２５年度実施） 備 考

１ 目 的 １ 目 的 ○選考名の改称
大分県市町村立小・中学校の校長採用資格保有者を選考するために行う。 大分県市町村立小・中学校の校長採用候補者を選考するために行う。 に伴う目的の変

更（資格試験）
２ 求める管理職像 ○｢求める管理

｢目標達成に向けて組織的に取り組む『芯の通った学校組織』｣推進プランの全体像を十分に理解するととも 職像｣を新たに
に、主任制度の趣旨をふまえ、学校改革に取り組む意欲に富んでいる者 明記

３ 受験資格 ２ 受験資格
（１）現に大分県市町村立小・中学校の教職員、県立特別支援学校の教職員、国立大学法人の教職員、県教育 （１）現に大分県市町村立小・中学校の教職員、県立特別支援学校の教職員、国立大学法人の教職員、県教育 ○受験資格の年

庁・県立の教育機関の職員、市町村教育委員会事務局の職員等の職にあり、次の①又は②のいずれかの要 庁・県立の教育機関の職員、市町村教育委員会事務局の職員等の職にあり、次の①又は②のいずれかの要 齢要件に上限を
件に該当する者で、平成２７年４月１日現在で満４８歳以上５８歳以下の者 件に該当する者で、平成２６年４月１日現在で満４８歳以上の者 新たに設定
①小・中学校の教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）で、 ①小・中学校の教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）で、

過去５年以上「教育に関する職（※１）」にある者 過去５年以上「教育に関する職（※１）」にある者
②過去１０年以上「教育に関する職（※１）」にある者 ②過去１０年以上「教育に関する職（※１）」にある者

※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する職 ※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する職

（２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲 （２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲
戒処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過 戒処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過
するまでは、出願することができない。 するまでは、出願することができない。

（３）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第３号）（３）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第３号）
第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度 第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度
から平成２６年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、下記のいずれかに該当する場合は出願する から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、下記のいずれかに該当する場合は出願する
ことができない。 ことができない。
①平成２６年度実施の人事評価等が無い場合 ①平成２５年度実施の人事評価等が無い場合
②平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合 ②平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合

1)指導改善研修 1)指導改善研修
2)起訴休職 2)起訴休職
3)その他上記に準ずるもの 3)その他上記に準ずるもの

③平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会が ③平成２２年度から平成２４年度実施までいずれか二つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会がや
やむを得ない理由があると認めた場合を除く。） むを得ない理由があると認めた場合を除く。）

（４）平成２２年度から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出 （４）平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出
願することができない。 願することができない。

４ 選考基準 ３ 選考基準
選考は、２に掲げる｢求める管理職像｣をふまえ、次の各号に定める基準を考慮し、面接試験の結果、人事 選考は、次の各号に定める基準を考慮し、面接試験の結果、人事評価制度に基づく評価結果等の客観的な

評価制度に基づく評価結果等の客観的な 資料により行う。 資料により行う。

（１）市町村立小・中学校長として、優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 （１）優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 ○｢求める管理
（２）指導力に富み、マネジメント能力に秀でていること。 （２）指導力に富み、マネジメント能力に秀でていること。 職像｣をふまえ
（３）具体的な学校経営ビジョンを有していること。 （３）具体的な学校経営ビジョンを有していること。 た、市町村立小
（４）現に教頭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。 （４）現に教頭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。 ・中学校校長と
（５）県内のどこにでも赴任できる者 （５）県内のどこにでも赴任できる者 しての識見・理
（６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 （６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 念を求めるもの

において校長の適格性があると認められた者であること。 において校長の適格性があると認められた者であること。

５ 選考方法 ４ 選考方法
選考は、以下の方法により実施する。 選考は、以下の方法により実施する。

（１）第１次試験 400点 （１）第１次試験 400点
①面接Ⅰ（集団討論）100点 ①面接Ⅰ（集団討論）100点
②人事評価等の結果 300点 ②人事評価等の結果 300点 ○人事評価等の

1)（ｉ）平成２６年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 1)（ｉ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 結果を直近の過
（ⅱ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅱ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。 去５年間分使用
（ⅲ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅲ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。
（ⅳ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （Ⅳ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。
（ⅴ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。
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2)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 2)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り三つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点
×４０／１００／３とする。 ×２０／１００とする。

3)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 3)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
×２０／１００とする。 １００とする。

4)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
１００とする。

5)平成２２年度から平成２５年度実施までのすべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がや 4)平成２２年度から平成２４年度実施までのすべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がや
むを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２６年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。 むを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２５年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。

6)平成２６年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。 5)平成２５年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。

③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。 ③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。

（２）第２次試験 300点 （２）第２次試験 300点
①面接Ⅱ（個人面接）200点 ①面接Ⅱ（個人面接）200点
②管轄の教育事務所長等による評価 100点 ②管轄の教育事務所長等による評価 100点

（３）採用資格保有者名簿 （３）採用候補者名簿 ○登載者名簿の
①第１次試験及び第２次試験の結果により校長としての適格性を判定し、平成２７年度大分県市町村立小 ①第１次試験及び第２次試験の結果により校長としての適格性を判定し、平成２６年度大分県市町村立小 名称変更

・中学校校長採用資格保有者名簿の登載者を決定する。 ・中学校「校長」採用候補者名簿の登載者を決定する。
②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成３０年４月１日までとする。 ②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成２９年４月１日までとする。
③校長への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２７年４月２日以降、①の名簿登載者を、 ③校長への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２６年４月２日以降、①の名簿登載者を、

新たに校長に任用する場合においても、平成２６年度以降の人事評価等を考慮する。 新たに校長に任用する場合においても、平成２５年度以降の人事評価等を考慮する。
④採用資格保有者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この ④採用候補者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この場合、

場合、教育委員会事務局等職員に任用された者は、校長として任用された者とみなす。 教育委員会事務局等職員に任用された者は、校長として任用された者とみなす。
⑤平成３０年４月１日を経過した場合、採用資格保有名簿は失効する。平成３０年４月１日までに校長と ⑤平成２９年４月１日を経過した場合、採用候補者名簿は失効する。平成２９年４月１日までに校長とし

して任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、校長採用資格保有者選考試験を再度受験し合格 て任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、「校長」採用候補者選考試験を再度受験し合格する
することにより、新たな採用資格保有者名簿の登載者となることができる。 ことにより、新たな採用候補者名簿の登載者となることができる。

⑥採用資格保有者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、校長採用資格保有者選考試験を受験する ⑥採用候補者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、「校長」採用候補者選考試験を受験することが
ことができるが、当該名簿から削除される。 できるが、当該名簿から削除される。

⑦校長としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。 ⑦校長としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。

（４）教育委員会事務局等職員の取り扱い （４）教育委員会事務局等職員の取り扱い
（３）の採用資格保有者名簿登載者以外で、３の受験資格を満たす教育委員会事務局等の課長級以上の職 （３）の採用候補者名簿登載者以外で、２の受験資格を満たす教育委員会事務局等の課長級以上の職にあ
にある者については、管轄下の学校を管理・指導する立場にあることなどから、校長として任用される資 る者については、管轄下の学校を管理・指導する立場にあることなどから、校長として任用される資格を有
格を有する者とみなす。ただし、校長任用は、原則として、課長級任用２年以上で、かつ勤務成績良好な する者とみなす。ただし、校長任用は、原則として、課長級任用２年以上で、かつ勤務成績良好な者から行
者から行う。 う。

６ 出願手続及び選考試験のスケジュール等 ５ 出手続及び選考試験のスケジュール等
（１）提出書類 （１）提出書類

①平成２７年度大分県市町村立小･中学校校長採用資格保有者願書（別紙様式１ Ａ４判） ①平成２６年度大分県市町村立小･中学校「校長」採用候補者願書（別紙様式１ Ａ４判）
②返信用封筒（82円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号） ②返信用封筒（80円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号）

とする。） とする。）

（２）提出手続 （２）提出手続
願書は、下記の区分により提出するものとする。 願書は、下記の区分により提出するものとする。
①市町村立小・中学校教職員、市町村教育委員会事務局職員 ①市町村立小・中学校教職員、市町村教育委員会事務局職員

1)願書は、管轄の教育事務所長に提出する。 1)願書は、管轄の教育事務所長に提出する。
2)提出期限は、平成２６年１１月７日（金）必着とする。 2)提出期限は、平成２５年１１月８日（金）必着とする。

②県立特別支援学校の教職員、県教育庁・県立の教育機関の職員、国立大学法人の教職員等 ②県立特別支援学校の教職員、県教育庁・県立の教育機関の職員、国立大学法人の教職員等
1)願書は、教育人事課長に提出する。 1)願書は、教育人事課長に提出する。
2)提出期限は、平成２６年１１月１２日（水）必着とする。 2)提出期限は、平成２５年１１月１３日（水）必着とする。

（３）選考試験の日程等 （３）選考試験の日程等
①第１次試験は、平成２６年１２月１０日（水）～１１日（木）の間に実施する。 ①第１次試験は、平成２５年１２月９日（月）～１３日（金）の間に実施する。
②第１次試験の結果は、平成２６年１２月下旬に通知する。 ②第１次試験の結果は、平成２５年１２月下旬に通知する。
③第２次試験は、平成２７年１月上・中旬に実施する。 ③第２次試験は、平成２６年１月上・中旬に実施する。
④選考試験の結果は、平成２７年１月下旬頃に通知する。 ④選考試験の結果は、平成２６年１月下旬頃に通知する。
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実施要項新旧対照（小中学校教頭選考）
平成２７年度大分県市町村立小・中学校教頭採用資格保有者選考試験（２６年度実施） 平成２６年度大分県市町村立小・中学校｢教頭｣採用候補者選考試験（２５年度実施） 備 考

１ 目 的 １ 目 的 ○選考名の改称
大分県市町村立小・中学校の教頭採用資格保有者を選考するために行う。 大分県市町村立小・中学校の教頭採用候補者を選考するために行う。 に伴う目的の変

更（資格試験）
２ 求める管理職像 ○｢求める管理

｢目標達成に向けて組織的に取り組む『芯の通った学校組織』｣推進プランの全体像を十分に理解するとと 職像｣を新たに
もに、主任制度の趣旨をふまえ、学校改革に取り組む意欲に富んでいる者 明記

３ 受験資格 ２ 受験資格
（１）現に大分県市町村立小・中学校の教職員、県立特別支援学校の教職員、国立大学法人の教職員、県教育 （１）現に大分県市町村立小・中学校の教職員、県立特別支援学校の教職員、国立大学法人の教職員、県教育 ○受験資格の年

庁・県立の教育機関の職員、市町村教育委員会事務局の職員等の職にあり、次の①及び②のすべての要件 庁・県立の教育機関の職員、市町村教育委員会事務局の職員等の職にあり、次の①及び②のすべての要件 齢要件に上限を
に該当する者で、平成２７年４月１日現在で満４５歳以上５８歳以下の者 に該当する者で、平成２６年４月１日現在で満４５歳以上の者 新たに設定
①教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）。 ①教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）。
②過去５年以上「教育に関する職（※１）」にある者 ②過去５年以上「教育に関する職（※１）」にある者

※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する職 ※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する職

（２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲 （２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲
戒処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過 戒処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過
するまでは、出願することができない。 するまでは、出願することができない。

（３）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第３号）（３）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第３号）
第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度 第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度
から平成２６年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、かつ下記のいずれかに該当する場合は出願 から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、かつ下記のいずれかに該当する場合は出願
することができない。 することができない。
①平成２６年度実施の人事評価等が無い場合 ①平成２５年度実施の人事評価等が無い場合
②平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合 ②平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合

1)指導改善研修 1)指導改善研修
2)起訴休職 2)起訴休職
3)その他上記に準ずるもの 3)その他上記に準ずるもの

③平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会が ③平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会が
やむを得ない理由があると認めた場合を除く。） やむを得ない理由があると認めた場合を除く。）

（４）平成２２年度から平成２５年度までのいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出 （４）平成２２年度から平成２４年度のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出願す
願することができない。 ることができない。

４ 選考基準 ３ 選考基準
選考は、２に掲げる｢求める管理職像｣をふまえ、次の各号に定める基準を考慮し、筆記試験・面接試験の 選考は、次の各号に定める基準を考慮し、筆記試験・面接試験の結果、人事評価制度に基づく評価結果等

結果、人事評価制度に基づく評価結果等の客観的な資料により行う。 の客観的な資料により行う。

（１）校長を補佐する者として、豊かな知識・経験と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 （１）豊かな知識・経験と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 ○｢求める管理
（２）実践力、指導力に富み、マネジメント能力を有していること。 （２）実践力、指導力に富み、マネジメント能力を有していること。 職像｣をふまえ
（３）校長の示す学校経営ビジョンを実現するために必要な責任感、企画力を有すること。 （３）学校経営ビジョンを実現するために必要な責任感、企画力を有すること。 た、市町村立小
（４）現に教諭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。 （４）現に教諭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。 ・中学校教頭と
（５）県内のどこにでも赴任できる者 （５）県内のどこにでも赴任できる者 しての識見・理
（６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 （６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 念を求めるもの

において教頭の適格性があると認められた者であること。 において教頭の適格性があると認められた者であること。

５ 選考方法 ４ 選考方法
選考は、以下の方法により実施する。 選考は、以下の方法により実施する。

（１）第１次試験 400点 （１）第１次試験 400点
①筆記試験 100点（教育関係法規、教育課題等） ①筆記試験 100点（教育関係法規、教育課題等）

全県一斉に行い、受験会場は管轄の教育事務所別に設定する。 全県一斉に行い、受験会場は管轄の教育事務所別に設定する。
②人事評価等の結果 300点 ②人事評価等の結果 300点 ○人事評価等の

1)（ｉ）平成２６年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 1)（ｉ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 結果を直近の過
（ⅱ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅱ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。 去５年間分使用
（ⅲ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅲ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。
（ⅳ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （Ⅳ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。
（ⅴ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。

2)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 2)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
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会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り三つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点
×４０／１００／３とする。 ×２０／１００とする。

3)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 3)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
×２０／１００とする。 １００とする。

4)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
１００とする。

5)平成２２年度から平成２５年度実施までのすべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がや 4)平成２２年度から平成２４年度実施まですべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がやむ
むを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２６年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。 を得ない理由があると認めた場合に限り、平成２５年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。

6)平成２６年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。 5)平成２５年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。
③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。 ③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。

（２）第２次試験 300点 （２）第２次試験 300点
①面接 200点 ①面接 200点
②管轄の教育事務所長等による評価 100点 ②管轄の教育事務所長等による評価 100点

（３）採用資格保有者名簿 （３）採用候補者名簿
①第１次試験及び第２次試験の結果により、教頭としての適格性を判定し、平成２７年度大分県市町村立 ①第１次試験及び第２次試験の結果により、教頭としての適格性を判定し、平成２６年度大分県市町村立 ○登載者名簿の

小・中学校教頭採用資格保有者名簿の登載者を決定する。 小・中学校「教頭」採用候補者名簿の登載者を決定する。 名称変更
②採用資格保有者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成３０年４月１日までとする。 ②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成２９年４月１日までとする。
③教頭への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２７年４月２日以降、①の名簿登載者を、 ③教頭への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２６年４月２日以降、①の名簿登載者を、

新たに教頭に任用する場合においても、平成２６年度以降の人事評価等を考慮する。 新たに教頭に任用する場合においても、平成２５年度以降の人事評価等を考慮する。
④採用資格保有者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この ④採用候補者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この場合、

場合、教育委員会事務局等職員に任用された者は、教頭として任用された者とみなす。 教育委員会事務局等職員に任用された者は、教頭として任用された者とみなす。
⑤平成３０年４月１日を経過した場合、採用資格保有者名簿は失効する。平成３０年４月１日までに教頭 ⑤平成２９年４月１日を経過した場合、採用候補者名簿は失効する。平成２９年４月１日までに教頭とし

として任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、教頭採用資格保有者選考試験を再度受験し合 て任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、「教頭」採用候補者選考試験を再度受験し合格する
格することにより、新たな採用資格保有者名簿の登載者となることができる。 ことにより、新たな採用候補者名簿の登載者となることができる。

⑥採用資格保有名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、教頭採用資格保有者選考試験を受験するこ ⑥採用候補者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、「教頭」採用候補者選考試験を受験することが
とができるが、当該名簿から削除される。 できるが、当該名簿から削除される。

⑦採用資格保有者名簿の登載者の中から、教頭に任用されない者を、別途定めるところにより、主幹教諭 ⑦採用候補者名簿の登載者の中から、教頭に任用されない者を、別途定めるところにより、主幹教諭とし
として任用することができる。 て任用することができる。

⑧教頭としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。 ⑧教頭としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。

６ 出願手続及び選考試験のスケジュール等 ５ 出願手続及び選考試験のスケジュール等
（１）主幹教諭選考との併願

平成２７年度大分県市町村立小・中学校教頭採用資格保有者選考試験出願者は、平成２７年度大分県市 ○主幹教諭選考
町村立小・中学校主幹教諭選考試験を併願することができる。 との併願可

（２）提出書類 （１）提出書類
①平成２７年度大分県市町村立小･中学校教頭採用資格保有者願書（別紙様式１ Ａ４判） ①平成２６年度大分県市町村立小･中学校「教頭」採用候補者願書（別紙様式１ Ａ４判）

※平成２７年度大分県市町村立小・中学校主幹教諭選考試験を併願する者は、その旨、①の願書の記入
欄に明記すること。（この場合、主幹教諭選考願書の提出は不要である。）
②返信用封筒（82円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号） ②返信用封筒（80円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号）

とする。） とする。）

（３）提出手続 （２）提出手続
願書は、下記の区分により提出するものとする。 願書は、下記の区分により提出するものとする。
①市町村立小・中学校教職員、市町村教育委員会事務局職員 ①市町村立小・中学校教職員、市町村教育委員会事務局職員

1)願書は、管轄の教育事務所長に提出する。 1)願書は、管轄の教育事務所長に提出する。
2)提出期限は、平成２６年１０月３１日（金）必着とする。 2)提出期限は、平成２５年１１月１日（金）必着とする。

②県立特別支援学校の教職員、県教育庁・県立の教育機関の職員、国立大学法人の教職員等 ②県立特別支援学校の教職員、県教育庁・県立の教育機関の職員、国立大学法人の教職員等
1)願書は、教育人事課長に提出する。 1)願書は、教育人事課長に提出する。
2)提出期限は、平成２６年１１月６日（木）必着とする。 2)提出期限は、平成２５年１１月８日（金）必着とする。

（４）選考試験の日程等 （３）選考試験の日程等
①第１次試験は、平成２６年１２月１日（月）に実施する。 ①第１次試験は、平成２５年１２月２日（月）に実施する。
②第１次試験の結果は、平成２６年１２月下旬に通知する。 ②第１次試験の結果は、平成２５年１２月下旬に通知する。
③第２次試験の面接は、平成２７年１月上・中旬に実施する。 ③第２次試験の面接は、平成２６年１月上・中旬に実施する。
④選考試験の結果は、平成２７年１月下旬頃に通知する。 ④選考試験の結果は、平成２６年１月下旬頃に通知する。
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実施要項新旧対照（学校支援センター所長選考）
平成２７年度大分県市町村立小・中学校学校支援センター所長採用資格保有者選考試験（２６年度実施案） 平成２６年度大分県市町村立小・中学校学校支援センター｢所長｣採用候補者選考試験（２５年度実施） 備 考

１ 目 的 １ 目 的 ○選考名の改

大分県市町村立小・中学校学校支援センター所長採用資格保有者を選考するために行う。 大分県市町村立小・中学校支援センターの所長採用候補者を選考するために行う。 称に伴う目的

の変更（資格

２ 求める管理職像 試験）○｢求め

｢目標達成に向けて組織的に取り組む『芯の通った学校組織』｣推進プランの全体像を十分に理解するととも る管理職像｣を

に、主任制度の趣旨をふまえ、学校改革に取り組む意欲に富んでいる者 新たに明記

３ 受験資格 ２ 受験資格

（１）現に大分県公立学校職員若しくは教育委員会事務局等職員で行政職課長補佐級以上の職にあり、平成２ （１）現に大分県公立学校職員若しくは教育委員会事務局等職員で行政職課長補佐級以上の職にあり、平成２ ○受験資格の

７年４月１日現在、満４８歳以上５８歳以下の者で、過去、小学校又は中学校において学校事務職員の経 ６年４月１日現在、満４８歳以上の者で、過去、小学校又は中学校において学校事務職員の経験を有して 年齢要件に上

験を有している者 いる者 限を新たに設

定

（２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲 （２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒

戒処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過す 処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過する

るまでは、出願することができない。 までは、出願することができない。

（３）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第３号） （３）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第３号）

第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度 第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度

から平成２６年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、かつ下記のいずれかに該当する場合は出願 から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、下記のいずれかに該当する場合は出願する

することができない。 ことができない。

①平成２６年度実施の人事評価等が無い場合 ①平成２５年度実施の人事評価等が無い場合

②平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合 ②平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合

1)指導改善研修 1)指導改善研修

2)起訴休職 2)起訴休職

3)その他上記に準ずるもの 3)その他上記に準ずるもの

③平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会が ③平成２２年度から平成２４年度実施までいずれか二つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会がや

やむを得ない理由があると認めた場合を除く。） むを得ない理由があると認めた場合を除く。）

（４）平成２２年度から平成２５年度までのいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出 （４）平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出

願することができない。 願することができない。

４ 選考基準 ３ 選考基準

選考は、２に掲げる｢求める管理職像｣をふまえ、次の各号に定める基準を考慮し、面接試験の結果、人事 選考は、次の各号に定める基準を考慮し、面接試験の結果、人事評価制度に基づく評価結果等の客観的な ○｢求める管

評価制度に基づく評価結果等の客観的な資料により行う。 資料により行う。 理職像｣をふま

えた、学校支

（１）学校支援センター所長として、優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 （１）優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 援センター所

（２）指導力に富み、マネジメント能力に秀でていること。 （２）指導力に富み、マネジメント能力に秀でていること。 長としての識

（３）学校事務を中心とする学校経営に手腕を有し、実績を上げていること。 （３）学校事務を中心とする学校経営に手腕を有し、実績を上げていること。 見・理念を求

（４）県内のどこにでも赴任できる者 （４）県内のどこにでも赴任できる者 めるもの

（５）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 （５）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会

において所長の適格性があると認められた者であること。 において所長の適格性があると認められた者であること。

５ 選考方法 ４ 選考方法

選考は以下の方法により実施する。 選考は以下の方法により実施する。

（１）選考試験の内容 400点 （１）選考試験の内容 400点

① 面接 200点 ① 面接 200点

② 人事評価等の結果 200点 ② 人事評価等の結果 200点 ○人事評価等

1)（ｉ）平成２６年度実施の人事評価等は、２００点×６０／１００の配点とする。 1)（ｉ）平成２５年度実施の人事評価等は、２００点×６０／１００の配点とする。 の結果を直近

（ⅱ）平成２５年度実施の人事評価等は、２００点×１０／１００の配点とする。 （ⅱ）平成２４年度実施の人事評価等は、２００点×４０／１００／３の配点とする。 の過去５年間

（ⅲ）平成２４年度実施の人事評価等は、２００点×１０／１００の配点とする。 （ⅲ）平成２３年度実施の人事評価等は、２００点×４０／１００／３の配点とする。 分使用

（ⅳ）平成２３年度実施の人事評価等は、２００点×１０／１００の配点とする。 （Ⅳ）平成２２年度実施の人事評価等は、２００点×４０／１００／３の配点とする。

（ⅴ）平成２２年度実施の人事評価等は、２００点×１０／１００の配点とする。
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2)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 2)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員

会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り三つの人事評価等の配点をそれぞれ２００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ２００点

×４０／１００／３とする。 ×２０／１００とする。

3)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 3)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員

会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ２００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を２００点×４０／

×２０／１００とする。 １００とする。

4)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員

会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を２００点×４０／

１００とする。

5)平成２２年度から平成２５年度実施までのすべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会が 4)平成２２年度から平成２４年度実施まですべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がやむ

やむを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２６年度実施の人事評価等の配点を２００点とす を得ない理由があると認めた場合に限り、平成２５年度実施の人事評価等の配点を２００点とする。

る。

6)平成２６年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。 5)平成２５年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。

（２）採用資格保有者名簿 （２）採用候補者名簿 ○登載者名簿

①選考試験の結果により、所長としての適格性を判定し、平成２７年度大分県市町村立小・中学校学校支 ①選考試験の結果により、所長としての適格性を判定し、平成２６年度大分県市町村立小・中学校支援セ の名称変更

援センター所長資格保有者名簿の登載者を決定する。 ンター「所長」採用候補者名簿の登載者を決定する。

②採用資格保有者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成３０年４月１日までとする。 ②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成２９年４月１日までとする。

③所長への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２７年４月２日以降、①の名簿登載者を、 ③所長への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２６年４月２日以降、①の名簿登載者を、

新たに所長に任用する場合においても、平成２６年度以降の人事評価等を考慮する。 新たに所長に任用する場合においても、平成２５年度以降の人事評価等を考慮する。

④採用資格保有者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この ④採用候補者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この場合、

場合、教育委員会事務局等職員に任用された者は、所長として任用された者とみなす。 教育委員会事務局等職員に任用された者は、所長として任用された者とみなす。

⑤平成３０年４月１日を経過した場合、採用資格保有者名簿は失効する。平成３０年４月１日までに所長 ⑤平成２９年４月１日を経過した場合、採用候補者名簿は失効する。平成２９年４月１日までに所長とし

として任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、学校支援センター所長採用資格保有者選考試験 て任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、「所長」採用候補者選考試験を再度受験し合格する

を再度受験し合格することにより、新たな採用資格保有者名簿の登載者となることができる。 ことにより、新たな採用候補者名簿の登載者となることができる。

⑥採用資格保有名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、学校支援センター所長採用資格保有者選考 ⑥採用候補者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、「所長」採用候補者選考試験を受験することが

試験を受験することができるが、当該名簿から削除される。 できるが、当該名簿から削除される。

⑦学校支援センター所長としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。 ⑦学校支援センター所長としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。

（３）教育委員会事務局職員の取り扱い （３）教育委員会事務局職員の取り扱い

（２）の採用資格保有者名簿登載者以外で、教育委員会事務局等の職員である者については、次の基準 （２）の採用候補者名簿登載者以外で、教育委員会事務局等の職員である者については、次の基準のい

のいずれにも該当する場合、学校を指導する立場にある者として、市町村立小・中学校学校支援センター ずれにも該当する場合、学校を指導する立場にある者として、市町村立小・中学校支援センターの所長に

所長に任用される資格を有する者とみなす。 任用される資格を有する者とみなす。

①満４８歳以上５８歳以下（平成２７年４月１日現在）の者で課長補佐級任用２年以上の者又は課長級以 ①満４８歳以上（平成２６年４月１日現在）の者で課長補佐級任用２年以上の者又は課長級以上の職にあ

上の職にある者 る者

②教育委員会事務局で教育関係事務に２年以上従事している者 ②教育委員会事務局で教育関係事務に２年以上従事している者

６ 出願手続及び選考試験のスケジュール等 ５ 出願手続及び選考試験のスケジュール等

（１）提出書類 （１）提出書類

①平成２７年度大分県市町村立小・中学校学校支援センター所長採用資格保有者願書 （別紙様式１ ①平成２６年度大分県市町村立小・中学校支援センター「所長」採用候補者願書 （別紙様式１ Ａ４判）

Ａ４判） ②返信用封筒（80円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号）

②返信用封筒（82円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号） とする。）

とする。）

（２）提出手続き （２）提出手続き

願書は、下記の区分により提出するものとする。 願書は、下記の区分により提出するものとする。

ア）市町村立小・中学校職員 ア）市町村立小・中学校職員

1)願書は、管轄の教育事務所長に提出する。 1)願書は、管轄の教育事務所長に提出する。

2)提出期限は、平成２６年１１月７日（金）必着とする。 2)提出期限は、平成２５年１１月８日（金）必着とする。

イ）その他の職員 イ）その他の職員

1)願書は、教育人事課長に提出する。 1)願書は、教育人事課長に提出する。

2)提出期限は、平成２６年１１月１２日（水）必着とする。 2)提出期限は、平成２５年１１月１３日（水）必着とする。

（３）選考試験の日程等 （３）選考試験の日程等

①選考試験は、平成２６年１２月１５日（月）～１６日（火）の間に実施する。 ①選考試験は、平成２５年１２月９日（月）～１６日（月）の間に実施する。

②選考試験の結果は、平成２６年１２月下旬に通知する。 ②選考試験の結果は、平成２５年１２月下旬に通知する。
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実施要項新旧対照（県立学校校長選考）
平成２７年度大分県立学校校長採用資格保有者選考試験（２６年度実施） 平成２６年度大分県立学校｢校長｣採用候補者選考試験（２５年度実施） 備 考

１ 目 的 １ 目 的 ○選考名の改
大分県立学校の校長採用資格保有者を選考するために行う。 大分県立学校の校長採用候補者を選考するために行う。 称に伴う目的

の変更（資格
２ 求める管理職像 試験）

｢目標達成に向けて組織的に取り組む『芯の通った学校組織』｣推進プランの全体像を十分に理解するととも ○｢求める管理
に、主任制度の趣旨をふまえ、学校改革に取り組む意欲に富んでいる者 職像｣を新たに

明記
３ 受験資格 ２ 受験資格
（１）現に県立学校等職員、国立大学法人の教職員、県教育庁・各教育機関等（以下「教育委員会事務局等」 （１）現に県立学校等職員、国立大学法人の教職員、県教育庁・各教育機関等（以下「教育委員会事務局等」

という。）の職にあり、次の①又は②のいずれかの要件に該当する者で、平成２７年４月１日現在で満５０ という。）の職にあり、次の①又は②のいずれかの要件に該当する者で、平成２６年４月１日現在で満５０ ○受験資格の
歳以上５８歳以下の者 歳以上の者 年齢要件に上
①教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）で、過去５年以上「教 ①教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）で、過去５年以上「教 限を新たに設

育に関する職（※１）」にある者 育に関する職（※１）」にある者 定
※高等学校教諭免許状について、一級免許状は専修免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は一種免許 ※高等学校教諭免許状について、一級免許状は専修免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は一種免許
状と同等と見なす。 状と同等と見なす。

※小・中学校教諭免許状について、一級免許状は一種免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は二種免 ※小・中学校教諭免許状について、一級免許状は一種免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は二種免
許状と同等と見なす。 許状と同等と見なす。

②過去１０年以上「教育に関する職（※１）」にある者 ②過去１０年以上「教育に関する職（※１）」にある者
※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する「職」 ※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する「職」

（２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒 （２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒
処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過する 処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過する
までは、出願することができない。 までは、出願することができない。

（３）大分県立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第２号）第２ （３）大分県立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第２号）第２
条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度 条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度から
から平成２６年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、下記のいずれかに該当する場合は出願す 平成２５年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、下記のいずれかに該当する場合は出願すること
ることができない。 ができない。

①平成２６年度実施の人事評価等が無い場合 ①平成２５年度実施の人事評価等が無い場合
②平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合 ②平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合

1)指導改善研修 1)指導改善研修
2)起訴休職 2)起訴休職
3)その他上記に準ずるもの 3)その他上記に準ずるもの

③平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会がや ③平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会が
むを得ない理由があると認めた場合を除く。） やむを得ない理由があると認めた場合を除く。）

（４）平成２２年度から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出 （４）平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出
願することができない。 願することができない。

４ 選考基準 ３ 選考基準
選考は、２に掲げる｢求める管理職像｣をふまえ、次の各号に定める基準を考慮し、面接試験の結果、人事評 選考は、次の各号に定める基準を考慮し、面接試験の結果、人事評価制度に基づく評価結果等の客観的な資

価制度に基づく評価結果等の客観的な資料により行う。 料により行う。
○｢求める管理

（１）県立学校長として、優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 （１）優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 職像｣をふまえ
（２）指導力に富み、マネジメント能力に秀でていること。 （２）指導力に富み、マネジメント能力に秀でていること。 た、市町村立
（３）具体的な学校経営ビジョンを有していること。 （３）具体的な学校経営ビジョンを有していること。 小・中学校校
（４）現に教頭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。 （４）現に教頭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。 長としての識
（５）県内のどこにでも赴任できる者 （５）県内のどこにでも赴任できる者 見・理念を求
（６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 （６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 めるもの

において校長の適格性があると認められた者であること。 において校長の適格性があると認められた者であること。

５ 選考方法 ４ 選考方法
選考は、以下の方法により実施する。 選考は、以下の方法により実施する。

（１）第１次試験 400点 （１）第１次試験 400点
①面接Ⅰ（集団討論）100点 ①面接Ⅰ（集団討論）100点
②人事評価等の結果 300点 ②人事評価等の結果 300点 ○人事評価等

1)（ｉ）平成２６年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 1)（ｉ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 の結果を直近
（ⅱ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅱ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。 の過去５年間
（ⅲ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅲ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。 分使用
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（ⅳ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （Ⅳ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。
（ⅴ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。

2)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 2)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り三つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点
×４０／１００／３とする。 ×２０／１００とする。

3)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 3)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
×２０／１００とする。 １００とする。

4)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
１００とする。

5)平成２２年度から平成２５年度実施までのすべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がや 4)平成２２年度から平成２４年度実施まですべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がやむ
むを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２６年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。 を得ない理由があると認めた場合に限り、平成２５年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。

6)平成２６年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。 5)平成２５年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。

③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。 ③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。

（２）第２次試験 200点 （２）第２次試験 200点
①面接Ⅱ（個人面接）200点 ①面接Ⅱ（個人面接）200点

（３）採用資格保有者名簿 （３）採用候補者名簿 ○登載者名簿
①第１次試験及び第２次試験の結果により校長としての適格性を判定し、平成２７年度大分県立学校校長 ①第１次試験及び第２次試験の結果により校長としての適格性を判定し、平成２６年度県立学校「校長」 の名称変更
採用資格保有者名簿の登載者を決定する。 採用候補者名簿の登載者を決定する。

②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成３０年４月１日までとする。 ②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成２９年４月１日までとする。
③校長への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２７年４月２日以降、①の名簿登載者を、 ③校長への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２６年４月２日以降、①の名簿登載者を、
新たに校長に任用する場合においても、平成２６年度以降の人事評価等を考慮する。 新たに校長に任用する場合においても、平成２５年度以降の人事評価等を考慮する。

④採用資格保有者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この ④採用候補者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この場合、
場合、教育委員会事務局等職員に任用された者は、校長として任用された者とみなす。 教育委員会事務局等職員に任用された者は、校長として任用された者とみなす。

⑤平成３０年４月１日を経過した場合、採用資格保有名簿は失効する。平成３０年４月１日までに校長と ⑤平成２９年４月１日を経過した場合、採用候補者名簿は失効する。平成２９年４月１日までに校長とし
して任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、校長採用資格保有者選考試験を再度受験し合格す て任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、「校長」採用候補者選考試験を再度受験し合格する
ることにより、新たな採用資格保有者名簿の登載者となることができる。 ことにより、新たな採用候補者名簿の登載者となることができる。

⑥採用資格保有者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、校長採用資格保有者選考試験を受験する ⑥採用候補者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、「校長」採用候補者選考試験を受験することが
ことができるが、当該名簿から削除される。 できるが、当該名簿から削除される。

⑦校長としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。 ⑦校長としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。

（４）教育委員会事務局等職員の取り扱い （４）教育委員会事務局等職員の取り扱い
（３）の採用資格保有者名簿登載者以外で、３の受験資格を満たす教育委員会事務局等の課長級以上の職 （３）の採用候補者名簿登載者以外で、２の受験資格を満たす教育委員会事務局等の課長級以上の職にあ
にある者については、管轄下の学校を管理・指導する立場にあることなどから、校長として任用される資 る者については、管轄下の学校を管理・指導する立場にあることなどから、校長として任用される資格を有
格を有する者とみなす。ただし、その者が校長採用資格保有者名簿登載者以外である場合の校長任用は、 する者とみなす。ただし、校長任用は、原則として、課長級任用２年以上で、かつ勤務成績良好な者から行
原則として、課長級任用２年以上で、かつ勤務成績良好な者から行う。 う。

６ 出願手続及び選考試験のスケジュール等 ５ 出願手続及び選考試験のスケジュール等
（１）提出書類 （１）提出書類

①平成２７年度大分県立学校校長採用資格保有者願書（別紙様式１ Ａ４判） ①平成２６年度大分県立学校「校長」採用候補者願書（別紙様式１ Ａ４判）
②返信用封筒（82円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号） ②返信用封筒（80円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号）

とする。） とする。）

（２）提出手続 （２）提出手続
①志願者は平成２７年度大分県立学校校長採用資格保有者願書（様式１）を所属長に提出する。 ①志願者は平成２６年度大分県立学校「校長」採用候補者願書（様式１）を所属長に提出する。
②所属長は願書（様式１）をとりまとめ、教育人事課長に提出する。 ②所属長は願書（様式１）をとりまとめ、教育人事課長に提出する。
③教育人事課長への提出期限は、平成２６年１１月１２日（水）必着とする。 ③教育人事課長への提出期限は、平成２５年１１月１３日（水）必着とする。

（３）選考試験の日程等 （３）選考試験の日程等
①第１次試験は、平成２６年１２月１０日（水）～１１日（木）の間に実施する。 ①第１次試験は、平成２５年１２月９日（月）～１３日（金）の間に実施する。
②第１次試験の結果は、平成２６年１２月下旬に通知する。 ②第１次試験の結果は、平成２５年１２月下旬に通知する。
③第２次試験は、平成２７年１月上・中旬に実施する。 ③第２次試験は、平成２６年１月上・中旬に実施する。
④選考試験の結果は、平成２７年１月下旬頃に通知する。 ④選考試験の結果は、平成２６年１月下旬頃に通知する。
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実施要項新旧対照（県立学校教頭選考）
平成２７年度大分県立学校教頭採用資格保有者選考試験（２６年度実施） 平成２６年度大分県立学校｢教頭｣採用候補者選考試験（２５年度実施） 備 考

１ 目 的 １ 目 的 ○選考名の改
大分県立学校の教頭採用資格保有者を選考するために行う。 大分県立学校の教頭採用候補者を選考するために行う。 称に伴う目的

の変更（資格
２ 求める管理職像 試験）○｢求め

｢目標達成に向けて組織的に取り組む『芯の通った学校組織』｣推進プランの全体像を十分に理解するととも る管理職像｣を
に、主任制度の趣旨をふまえ、学校改革に取り組む意欲に富んでいる者 新たに明記

３ 受験資格 ２ 受験資格
（１）現に県立学校等職員、国立大学法人の教職員、県教育庁・各教育機関等（以下「教育委員会事務局等」 （１）現に県立学校等職員、国立大学法人の教職員、県教育庁・各教育機関等（以下「教育委員会事務局等」 ○受験資格の

という。）の職にあり、次の①又は②のいずれかの要件に該当する者で、平成２７年４月１日現在で満４５ という。）の職にあり、次の①及び②のすべての要件に該当し、平成２６年４月１日現在で、満４５歳以上 年齢要件に上
歳以上５８歳以下の者 の者 限を新たに設
①教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）。ただし、児童・生 ①教諭の専修免許状所有者又は一種免許状所有者（年度内に取得見込みの者を含む。）。ただし、児童・生 定
徒の教育をつかさどる場合には各相当学校の相当教科の教諭免許状が必要。 徒の教育をつかさどる場合には各相当学校の相当教科の教諭免許状が必要。

※高等学校教諭免許状について、一級免許状は専修免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は一種免許 ※高等学校教諭免許状について、一級免許状は専修免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は一種免許
状と同等と見なす。 状と同等と見なす。

※小・中学校教諭免許状について、一級免許状は一種免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は二種免 ※小・中学校教諭免許状について、一級免許状は一種免許状と同等と見なし、同じく二級免許状は二種免
許状と同等と見なす。 許状と同等と見なす。

②過去５年以上「教育に関する職（※１）」にある者 ②過去５年以上「教育に関する職（※１）」にある者
※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する「職」 ※１：「教育に関する職」とは、学校教育法施行規則第２０条第１号に規定する「職」

（２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒 （２）戒告の懲戒処分（監督者責任に係るものは除く。）を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒
処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過する 処分（監督者責任に係るものは除く。以下同じ。）を受けた者は当該処分の日から２年をそれぞれ経過する
までは、出願することができない。 までは、出願することができない。

（３）大分県立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第２号） 第２ （３）大分県立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則第２号）第２
条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度か 条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）について、平成２２年度から
ら平成２６年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、下記のいずれかに該当する場合は出願する 平成２５年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、下記のいずれかに該当する場合は出願すること
ことができない。 ができない。

①平成２６年度実施の人事評価等が無い場合 ①平成２５年度実施の人事評価等が無い場合
②平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合 ②平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等が無い理由が下記の場合

1)指導改善研修 1)指導改善研修
2)起訴休職 2)起訴休職
3)その他上記に準ずるもの 3)その他上記に準ずるもの

③平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会が ③平成２２年度から平成２４年度実施までいずれか二つの人事評価等が無い場合（大分県教育委員会がや
やむを得ない理由があると認めた場合を除く。） むを得ない理由があると認めた場合を除く。）

（４）平成２２年度から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出 （４）平成２２年度から平成２４年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、出
願することができない。 願することができない。

４ 選考基準 ３ 選考基準
選考は、２に掲げる｢求める管理職像｣をふまえ、次の各号に定める基準を考慮し、筆記試験・面接試験の 選考は、次の各号に定める基準を考慮し、筆記試験・面接試験の結果、人事評価制度に基づく評価結果等 ○｢求める管

結果、人事評価制度に基づく評価結果等の客観的な資料により行う。 の客観的な資料により行う。 理職像｣をふま
えた、県立学

（１）校長を補佐する者として、豊かな知識・経験と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 （１）豊かな知識・経験と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有していること。 校教頭として
（２）実践力、指導力に富み、マネジメント能力を有していること。 （２）実践力、指導力に富み、マネジメント能力を有していること。 の識見・理念
（３）校長の示す学校経営ビジョンを実現するために必要な責任感、企画力を有すること。 （３）学校経営ビジョンを実現するために必要な責任感、企画力を有すること。 を求めるもの
（４）現に教諭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。 （４）現に教諭又は教育委員会事務局勤務者等として、優れた勤務実績を上げていること。
（５）県内のどこにでも赴任できる者 （５）県内のどこにでも赴任できる者
（６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会 （６）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最終選考委員会

において教頭の適格性があると認められた者であること。 において教頭の適格性があると認められた者であること。

５ 選考方法 ４ 選考方法
選考は以下の方法により実施する。 選考は以下の方法により実施する。

（１）第１次試験 400点 （１）第１次試験 400点
①筆記試験 100点（教育関係法規、教育課題等） ①筆記試験 100点（教育関係法規、教育課題等）
②人事評価等の結果 300点 ②人事評価等の結果 300点 ○人事評価等

1)（ｉ）平成２６年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 1)（ｉ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×６０／１００の配点とする。 の結果を直近
（ⅱ）平成２５年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅱ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。 の過去５年間

分使用
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（ⅲ）平成２４年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （ⅲ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。
（ⅳ）平成２３年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。 （Ⅳ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×４０／１００／３の配点とする。
（ⅴ）平成２２年度実施の人事評価等は、３００点×１０／１００の配点とする。

2)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 2)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り三つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点
×４０／１００／３とする。 ×２０／１００とする。

3)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員 3)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等の配点をそれぞれ３００点 会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
×２０／１００とする。 １００とする。

4)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合は、大分県教育委員
会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等の配点を３００点×４０／
１００とする。

5)平成２２年度から平成２５年度実施までのすべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がや 4)平成２２年度から平成２４年度実施までのすべての人事評価等が無い場合は、大分県教育委員会がや
むを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２６年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。 むを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２５年度実施の人事評価等の配点を３００点とする。

6)平成２６年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。 5)平成２５年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。

③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。 ③第１次試験の合格者数は、当該年度の採用予定数の概ね２倍とする。

（２）第２次試験 200点 （２）第２次試験 200点
①面接 200点 ①面接 200点

（３）採用資格保有者名簿 （３）採用候補者名簿
①第１次試験及び第２次試験の結果により教頭としての適格性を判定し、平成２７年度大分県立学校教頭 ①第１次試験及び第２次試験の結果により、教頭としての適格性を判定し、平成２６年度大分県立学校「教 ○登載者名簿
採用資格保有者名簿の登載者を決定する。 頭」採用候補者名簿の登載者を決定する。 の名称変更

②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成３０年４月１日までとする。 ②採用候補者名簿の有効期間は名簿登載の日から平成２９年４月１日までとする。
③教頭への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２７年４月２日以降、①の名簿登載者を、 ③教頭への任用は、別途定めるところにより行う。また、平成２６年４月２日以降、①の名簿登載者を、
新たに校長に任用する場合においても、平成２６年度以降の人事評価等を考慮する。 新たに教頭に任用する場合においても、平成２５年度以降の人事評価等を考慮する。

④採用資格保有者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この ④採用候補者名簿の登載者の中から、教育委員会事務局等の職員として任用することができる。この場合、
場合、教育委員会事務局等職員に任用された者は、教頭として任用された者とみなす。 教育委員会事務局等職員に任用された者は、教頭として任用された者とみなす。

⑤平成３０年４月１日を経過した場合、採用資格保有名簿は失効する。平成３０年４月１日までに教頭と ⑤平成２９年４月１日を経過した場合、採用候補者名簿は失効する。平成２９年４月１日までに教頭とし
して任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、教頭採用資格保有者選考試験を再度受験し合格 て任用されない者（④に該当する場合を除く。）は、「教頭」採用候補者選考試験を再度受験し合格する
することにより、新たな採用資格保有者名簿の登載者となることができる。 ことにより、新たな採用候補者名簿の登載者となることができる。

⑥採用資格保有者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、教頭採用資格保有者選考試験を受験する ⑥採用候補者名簿登載者は、名簿の有効期間中であっても、「教頭」採用候補者選考試験を受験することが
ことができるが、当該名簿から削除される。 できるが、当該名簿から削除される。

⑦採用資格保有者名簿の登載者の中から、教頭に任用されない者を、別途定めるところにより、主幹教諭 ⑦採用候補者名簿の登載者の中から、教頭に任用されない者を、別途定めるところにより、主幹教諭とし
として任用することができる。 て任用することができる。

⑧教頭としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。 ⑧教頭としてふさわしくない非違行為があった場合は、名簿登載を取り消すことがある。

６ 出願手続及び選考試験のスケジュール等 ５ 出願手続及び選考試験のスケジュール等
（１）主幹教諭選考との併願 ○主幹教諭選

平成２７年度大分県立学校教頭採用資格保有者選考試験出願者は、平成２７年度大分県立学校主幹教諭 考との併願可
選考試験を併願することができる。

（２）提出書類 （１）提出書類
①平成２７年度大分県立学校教頭採用資格保有者願書（別紙様式１ Ａ４判） ①平成２６年度大分県立学校「教頭」採用候補者願書（別紙様式１ Ａ４判）

※平成２７年度大分県立学校主幹教諭選考試験を併願する者は、その旨、①の願書の記入欄に明記する
こと。（この場合、主幹教諭選考願書の提出は不要である。）

②返信用封筒（82円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号） ②返信用封筒（80円切手を貼り、住所、氏名を明記すること。封筒の規格は、23.5㎝×12㎝（長形３号）
とする。） とする。）

（３）提出手続 （２）提出手続
①志願者は平成２７年度大分県立学校教頭資格保有者願書（様式１）を所属長に提出する。 ①志願者は平成２６年度大分県立学校「教頭」採用候補者願書（様式１）を所属長に提出する。
②所属長は願書（様式１）をとりまとめ、教育人事課長に提出する。 ②所属長は願書（様式１）をとりまとめ、教育人事課長に提出する。
③教育人事課長への提出期限は、平成２６年１１月６日（木）必着とする。 ③教育人事課長への提出期限は、平成２５年１１月８日（金）必着とする。

（４）選考試験の日程等 （３）選考試験の日程等
①第１次試験は、平成２６年１２月１日（月）に実施する。 ①第１次試験は、平成２５年１２月２日（月）に実施する。
②第１次試験の結果は、平成２６年１２月下旬に通知する。 ②第１次試験の結果は、平成２５年１２月下旬に通知する。
③第２次試験は、平成２７年１月上・中旬に実施する。 ③第２次試験は、平成２６年１月上・中旬に実施する。
④選考試験の結果は、平成２７年１月下旬頃に通知する。 ④選考試験の結果は、平成２６年１月下旬頃に通知する。

［資料＿報告①］
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平成２７年度大分県市町村立小・中学校「主幹教諭」選考要項 新旧対照

平成２７年度（平成２６年度実施案） 平成２６年度（平成２５年度実施） 備 考

１ 目 的 １ 目 的
大分県市町村立小・中学校の主幹教諭を選考するために行う。 大分県市町村立小・中学校の主幹教諭を選考するために行う。

２ 募 集 ２ 募 集
公募及び市町村教育委員会からの推薦の方法により行う。 公募及び市町村教育委員会からの推薦の方法により行う。

３ 選考予定者数 ○募集段階で採用予定
（募集段階での採用予定者数を明記せず） 任用予定者数 １０人程度 者数を明記しない。
※管理職選考最終合格者数により、主幹教諭の空きポストを考慮して策定するため

３ 受験資格 ４ 受験資格
次の（１）から（５）までの要件をすべて満たす者に限る。 次の（１）から（５）までの要件をすべて満たす者に限る。
（１）年齢４３歳以上の者（平成２７年４月１日現在） （１）年齢４３歳以上の者（平成２６年４月１日現在）
（２）次の①～④のいずれかの要件を満たす者 （２）次の①～④のいずれかの要件を満たす者

① 大分県公立小・中学校の教諭 ① 大分県公立小・中学校の教諭
② 県立特別支援学校の教諭 ② 県立特別支援学校の教諭
③ 県内の国立大学法人附属学校の教諭又は主幹教諭 ③ 県内の国立大学法人附属学校の教諭又は主幹教諭
④ 県教育委員会の職員又は市町村教育委員会事務局等の職員 ④ 県教育委員会の職員又は市町村教育委員会事務局等の職員

ただし、②～④については、大分県公立小・中学校の教諭として採用された者に限る。 ただし、②～④については、大分県公立小・中学校の教諭として採用された者に限る。
（３）戒告の懲戒処分を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒処分を受けた者は当 （３）戒告の懲戒処分を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒処分を受けた者は当

該処分の日から２年をそれぞれ経過するまでは、出願することができない。 該処分の日から２年をそれぞれ経過するまでは、出願することができない。
（４）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員 （４）大分県市町村立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員

会規則第３号）第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」とい 会規則第３号）第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」とい
う。）について、平成２２年度から平成２６年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、 う。）について、平成２２年度から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、
かつ下記のいずれかに該当する場合は、出願することができない。 かつ下記のいずれかに該当する場合は、出願することができない。
①平成２６年度実施の人事評価等が無い場合 ①平成２５年度実施の人事評価等が無い場合
②平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記のいず ②平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記のいず

れかの場合 れかの場合
1)指導改善研修 1)指導改善研修
2)起訴休職 2)起訴休職
3)その他上記に準ずるもの 3)その他上記に準ずるもの

③平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合 ③平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合
（大分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合を除く。） （大分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合を除く。）

（５）平成２２年度から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価で （５）平成２２年度から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価で
ある者は、出願することができない。 ある者は、出願することができない。

４ 選考基準 ５ 選考基準
選考は、次の各号に定める基準を考慮し、人事評価等の結果及び面接試験の結果の客観的な資料 選考は、次の各号に定める基準を考慮し、人事評価等の結果及び面接試験の結果の客観的な資料

により行う。 により行う。
（１）主幹教諭として優れた識見を有し、指導力を発揮できる者 （１）主幹教諭として優れた識見を有し、指導力を発揮できる者
（２）教諭等として優れた勤務実績を有するとともに、教育改革に対する豊かな理念とマネジメ （２）教諭等として優れた勤務実績を有するとともに、教育改革に対する豊かな理念とマネジメ

ント感覚を有する者 ント感覚を有する者
（３）県内のどこにでも赴任できる者 （３）県内のどこにでも赴任できる者
（４）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最 （４）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最

終選考委員会において主幹教諭の適格性があると認められた者であること。 終選考委員会において主幹教諭の適格性があると認められた者であること。

５ 選考方法 ６ 選考方法
（１）第１次選考 80点 （１）第１次選考 80点

①人事評価等の結果 80点 ①人事評価等の結果 80点 ○人事評価等の結果を
1)（ｉ）平成２６年度実施の人事評価等は、８０点×６０／１００の配点とする。 1)（ⅰ）平成２５年度実施の人事評価等は、８０点×６０／１００の配点とする。 直近の過去５年間分使

（ⅱ）平成２５年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。 （ⅱ）平成２４年度実施の人事評価等は、８０点×４０／１００／３の配点とする。 用
（ⅲ）平成２４年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。 （ⅲ）平成２３年度実施の人事評価等は、８０点×４０／１００／３の配点とする。
（Ⅳ）平成２３年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。 （ⅳ）平成２２年度実施の人事評価等は、８０点×４０／１００／３の配点とする。
（Ⅴ）平成２２年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。

2)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大 2)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大

［資料＿報告①］
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分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り三つの人事評価等 分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等
の配点をそれぞれ８０点×４０／１００／３とする。 の配点をそれぞれ８０点×２０／１００点とする。

3)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大 3)平成２２年度から平成２４年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大
分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等 分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等
の配点をそれぞれ８０点×２０／１００とする。 の配点を８０点×４０／１００点とする。

4)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合は、大
分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等
の配点を８０点×４０／１００とする。

5)平成２２年度から平成２５年度実施まですべての人事評価等が無い場合は、大分県教育 4)平成２２年度から平成２４年度実施まですべての人事評価等が無い場合は、大分県教育
委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２６年度実施の人事評価等 委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２５年度実施の人事評価等
の配点を８０点とする。 の配点を８０点とする。

6)平成２６年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。 ○人事評価等の選考に
②第１次選考の合格者数は、任用予定者数の概ね１．５倍以内とする。 ②第１次選考の合格者数は、選考予定者数の概ね１．５倍以内とする。 おける扱いを管理職選

考にそろえる。
（２）第２次選考 80点 （２）第２次選考 80点

①面接試験（個人面接）80点 ①面接試験（個人面接）80点
主幹教諭としての適格性を判定するための面接を行う。 主幹教諭としての適格性を判定するための面接を行う。

②第１次選考合格者を対象に、面接により第２次選考を行う。 ②第１次選考合格者を対象に、面接により第２次選考を行う。

（３）任用候補者の選考
第１次選考及び第２次選考の結果により主幹教諭としての適格性を判定し、平成２６年度

大分県市町村立小・中学校「主幹教諭」の任用候補者を決定する。
６ 主幹教諭任用候補者の決定

第１次選考及び第２次選考の結果により主幹教諭としての適格性を判定し、平成２７年度大分 ７ 主幹教諭任用候補者の決定
県市町村立小・中学校「主幹教諭」の任用候補者を決定する。 上記６により、合格者を決定する。採用選考合格者数は、任用予定者数と同数とするが、合格

なお、平成２７年４月１日までの間に主幹教諭としてふさわしくない非違行為があった場合は、 者選考基準に達しないときは任用予定者数を下回る場合がある。
任用を行わない。 なお、平成２６年４月１日までの間に主幹教諭としてふさわしくない非違行為があった場合は、

任用を行わない。
７ 出願等手続及び選考のスケジュール等
（１）教頭採用資格保有者選考試験との併願 ８ 出願等手続及び選考のスケジュール等

平成２７年度大分県市町村立小・中学校教頭採用資格保有者選考試験の出願資格を満たす者 ○管理職選考との併願
は、平成２７年度大分県市町村立小・中学校｢主幹教諭｣選考試験を併願することができる。 について明記

（２）出願手続き （１）出願手続き
願書は、下記の区分により提出するものとする。 願書は、下記の区分により提出するものとする。
ただし、平成２７年度大分県市町村立小・中学校教頭採用資格保有者選考試験を併願する者

は同選考試験の願書に｢主幹教諭｣選考試験を併願する旨を記載・提出することにより、出願に ○管理職選考（教頭）
代えることができる。 を併願する場合は、教

①市町村立小・中学校教職員、市町村教育委員会事務局職員 ①市町村立小・中学校教職員、市町村教育委員会事務局職員 頭願書が主幹教諭願書
ア）公募による出願者及び推薦による出願者は、主幹教諭選考願書（様式１）を平成２６年 ア）公募による出願者及び推薦による出願者は、主幹教諭選考願書（様式１）を平成２６年 を兼ねる。

１０月３１日（金）までに管轄の教育事務所長に提出する。 ２月１９日（水）までに管轄の教育事務所長に提出する。
イ）主幹教諭選考対象者を推薦する市町村教育委員会は、主幹教諭選考推薦書（様式２）を イ）主幹教諭選考対象者を推薦する市町村教育委員会は、主幹教諭選考推薦書（様式２）を

平成２６年１０月３１日（金）までに教育事務所長あて提出する。 平成２６年２月１９日（水）までに教育事務所長あて提出する。
ウ）教育事務所長は、必要書類を取りまとめの上、平成２６年１１月６日（木）までに教育 ウ）教育事務所長は、必要書類を取りまとめの上、平成２６年２月２１日（金）までに教育

人事課長に提出する。 人事課長に提出する。
②県立学校の教職員、県教育委員会の職員、国立大学法人の教職員 ②県立学校の教職員、県教育委員会の職員、国立大学法人の教職員

公募による出願者は、主幹教諭選考願書（様式１）を平成２６年１１月６日（木）までに教 公募による出願者は、主幹教諭選考願書（様式１）を平成２６年２月２１日（金）までに教
育人事課長に提出する。 育人事課長に提出する。

（３）選考のスケジュール （２）選考のスケジュール
① 第１次選考の結果は、平成２７年２月上旬に通知する。 ① 第１次選考の結果は、平成２６年２月下旬に通知する。
② 第２次選考は、平成２７年２月中旬（予定）に実施する。 ② 第２次選考は、平成２６年３月１日（土）（予定）に実施する。

８ その他 ９ その他
平成２７年度大分県市町村立小・中学校教頭採用資格保有者名簿の登載者の中から名簿の有効期 平成２６年度大分県市町村立小・中学校「教頭」採用候補者名簿の登載者の中から名簿の有効

間中に限り、教頭に任用されない者を、主幹教諭として任用することがある。 期間中に限り、教頭に任用されない者を、主幹教諭として任用することがある。

［資料＿報告①］

-12-



平成２７年度大分県立学校「主幹教諭」選考要項 新旧対照

平成２７年度（平成２６年度実施案） 平成２６年度（平成２５年度実施） 備 考

１ 目 的
大分県学校の主幹教諭を選考するために行う。

２ 募 集
公募及び学校長からの推薦の方法により行う。

（選考予定者数） ○募集段階で採用予定
（募集段階での採用予定者数を明記せず） 者数を明記しない。
※管理職選考最終合格者数により、主幹教諭の空きポストを考慮して策定するため

３ 受験資格
次の（１）から（５）までの要件をすべて満たす者に限る。

（１）年齢４３歳以上の者（平成２７年４月１日現在）
（２）次の①～③のいずれかの要件を満たす者

① 大分県立学校の教諭
② 県内の国立大学法人附属学校の教諭又は主幹教諭
③ 県教育委員会の職員等

（３）戒告の懲戒処分を受けた者は当該処分の日から１年、減給以上の懲戒処分を受けた者は当
該処分の日から２年をそれぞれ経過するまでは、出願することができない。

（４）大分県立学校職員の評価システムの実施に関する規則（平成１８年大分県教育委員会規則
第２号）第２条の３による人事評価又はこれに準じた評価（以下「人事評価等」という。）
について、平成２２年度から平成２６年度実施のいずれかの人事評価等が無い場合で、か
つ下記のいずれかに該当する場合は、出願することができない。

①平成２６年度実施の人事評価等が無い場合
②平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれかの人事評価等が無い理由が下記のいず

れかの場合
1)指導改善研修
2)起訴休職
3)その他上記に準ずるもの

③平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合
（大分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合を除く。）

（５）平成２２年度から平成２５年度実施のいずれかの人事評価等の総合評価がＤ又はＥ評価で
ある者は、出願することができない。

４ 選考基準
選考は、次の各号に定める基準を考慮し、人事評価等の結果及び面接試験の結果の客観的な資

料により行う。
（１）主幹教諭として優れた識見を有し、指導力を発揮できる者
（２）教諭等として優れた勤務実績を有するとともに、教育改革に対する豊かな理念とマネジメ

ント感覚を有する者
（３）県内のどこにでも赴任できる者
（４）減給以上の懲戒処分を受けた者で、当該処分の日から５年を経過しない者については、最

終選考委員会において主幹教諭の適格性があると認められた者であること。

５ 選考方法
（１）第１次選考 80点

①人事評価等の結果 80点
1)（ｉ）平成２６年度実施の人事評価等は、８０点×６０／１００の配点とする。 ○人事評価等の結果を

（ⅱ）平成２５年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。 直近の過去５年間分使
（ⅲ）平成２４年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。 用
（Ⅳ）平成２３年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。
（Ⅴ）平成２２年度実施の人事評価等は、８０点×１０／１００の配点とする。

2)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか一つの人事評価等が無い場合は、大
分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り三つの人事評価等
の配点をそれぞれ８０点×４０／１００／３とする。

［資料＿報告①］
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3)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか二つの人事評価等が無い場合は、大
分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り二つの人事評価等
の配点をそれぞれ８０点×２０／１００とする。

4)平成２２年度から平成２５年度実施までのいずれか三つの人事評価等が無い場合は、大
分県教育委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、残り一つの人事評価等
の配点を８０点×４０／１００とする。

5)平成２２年度から平成２５年度実施まですべての人事評価等が無い場合は、大分県教育
委員会がやむを得ない理由があると認めた場合に限り、平成２６年度実施の人事評価等
の配点を８０点とする。

6)平成２６年度実施の総合評価がＤ又はＥ評価である者は、不合格とする。 ○人事評価等の選考に
②第１次選考の合格者数は、任用予定者数の概ね１．５倍以内とする。 おける扱いを管理職選

考にそろえる。
（２）第２次選考 80点

①面接試験（個人面接）80点
主幹教諭としての適格性を判定するための面接を行う。

②第１次選考合格者を対象に、面接により第２次選考を行う。

６ 主幹教諭任用候補者の決定
第１次選考及び第２次選考の結果により主幹教諭としての適格性を判定し、平成２７年度大分

県立学校「主幹教諭」の任用候補者を決定する。
なお、平成２７年４月１日までの間に主幹教諭としてふさわしくない非違行為があった場合は、

任用を行わない。

７ 出願等手続及び選考のスケジュール等
（１）教頭採用資格保有者選考試験との併願

平成２７年度大分県立学校教頭採用資格保有者選考試験の出願資格を満たす者は平成２７年
度大分県立学校｢主幹教諭｣選考試験を併願することができる。

（２）出願手続き ○管理職選考との併願
願書は、下記により提出するものとする。 について明記
ただし、平成２７年度大分県立学校教頭採用資格保有者選考試験を併願する者は同選考試験

の願書に｢主幹教諭｣選考試験を併願する旨を記載・提出することにより、出願に代えることが
できる。

①公募による出願者及び推薦による出願者は、主幹教諭選考願書（様式１）を所属長に提出す ○管理職選考（教頭）
る。 を併願する場合は、教

②選考対象者を推薦する所属長は、推薦書（様式２）を作成し、①の願書とともに教育人事課 頭願書が主幹教諭願書
長に提出する。 を兼ねる。

③教育人事課長への提出期限は、平成２６年１１月６日（木）とする。

（３）選考のスケジュール
① 第１次選考の結果は、平成２７年２月上旬に通知する。
② 第２次選考は、平成２７年２月中旬（予定）に実施する。

８ その他
平成２７年度大分県立学校教頭採用資格保有者名簿の登載者の中から名簿の有効期間中に限

り、教頭に任用されない者を、主幹教諭として任用することがある。

［資料＿報告①］
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平成２７年度大分県市町村立小・中学校（県立学校）校長採用資格保有者選考試験

（ 平成２７年度大分県市町村立小・中学校（県立学校）教頭採用資格保有者選考試験 ）

（ 平成２７年度大分県市町村立小・中学校学校支援センター所長採用資格保有者選考試験 ）

結果通知票

受験番号 ●●●●

所 属 名 ●●市（町村）立○○小（中）学校（県立□□□□学校）

氏 名 ○○ ○○

平成２７年度大分県市町村立小・中学校（県立学校）校長（学校支援センター所長

／教頭）採用資格保有者選考試験の結果、下記のとおり決定したので通知します。

記

採用資格保有者として、平成２７年度▽▽採用資格保有者名簿に登載します。

名簿の有効期限は、平成 30 年４月１日までです。

なお、採用資格保有者名簿登載者のうち、管理職として任用されない者は、

平成２７年度内に実施される研修を受講する必要があります。

（平成２７年度▽▽採用資格保有者名簿に登載されませんでした。）

得点総計 ○ ○ ○

平成２７年１月●●日

大分県教育委員会 教育長 野中 信孝
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管理職採用資格保有者選考フロー（今年度の流れ）

１２月 第１次試験（校長：集団面接、支援センター所長：個人面接、教頭：筆記試験）

１２月下旬 第１次試験合否通知

１月 第２次試験（校長及び教頭：個人面接）

１月下旬 第２次試験（最終）結果通知

採用資格保有者名簿登載者決定

採用資格保有者名簿登載者

(名簿登載期間平成30年４月１日まで)

この間に任用されない場合あり

（この間の人事評価等で任用を判断する）

採用資格保有者名簿登載者のうち 採用資格保有者名簿登載者のうち

管理職任用 管理職任用されない者

採用資格保有者名簿登載期間内に 次年度以降、名簿登載期間内の当該年度に

管理職任用 おける採用資格保有者研修を受講

<「採用資格保有者名簿」について>

１ 名簿の有効期間を、「平成３０年４月１日まで」とする。 名簿登載期間内に任用されない者

２ 管理職への任用は、「別途定めるところに → 名簿有効期間超過による失効

より行う」こととし、「人事評価等を考慮し

て行う」ものとする。

３ 採用資格保有者名簿登載者は、名簿の有

効期間中であっても、管理職採用資格保有者 （再受験）→採用資格保有者名簿登載者

選考試験を受験することができるが、当該名

簿から削除される。

４ 名簿の有効期間を経過した場合は、「名簿は失効し、再度受験し合格することにより、

新たな名簿の登載者となることができる。」ものとする。
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NO.

1

2

【学校賞】

学校名

日田市立大山中学校

東九州龍谷高等学校

優秀賞 大塚　真愛
オオツカ　マナエ 大分県立

三重総合高等学校
2年

「『昼食格差』と健康」
私たち高校生の健康には、「昼食」の摂り方が大きく影響して
いる。中学までは給食があったが、高校では、給食がなくな
り、手作り弁当、コンビニの惣菜やパンなど様々であり、自己
責任で健康管理をしなければならない。高校の昼食は「自由」
度が増した分、人によって「格差」が生じている。理想的な食
生活を続けるのは難しいが、「食事の自由」と「自分の健康を
守る責任」が表裏一体であることを忘れずにいたい。

優秀賞 古
フル

園
ゾノ

　千紘
チヒロ 大分県立芸術文化

短期大学
１年

「私の祖父と祖母」
反抗期の私は、幼いころ大好きだった祖父母に冷たく接する
ことが多かった。そんなある日祖父が倒れてしまった。どうして
祖父にもっと優しくしなかったかと自責の念に駆られた。
祖父母は私が大学生になって祖父母のもとを離れても変わら
ず優しく接してくれた。今一人暮らしをしてそのありがたさがわ
かる。今度一緒にご飯を食べようと思う。そしていろんな話を
しようと思う。

中野
ナカノ

　和
ワ

奏
カナ 日田市立

有田小学校
６年

「健康について」
私には健康のために心がけている３つのことがある。まず、生
活リズムを整えること、そして、流行している病気に注意を払う
ことだ。「病は気から」という言葉のように、心のあり方が関係
していると考え、心が元気になるように家族・友人と話す時間
を大切にしていきたい。これからも3つのことに気をつけ、健康
な一生を送りたい。

優秀賞

岩下
イワシタ

野
ノ

乃
ノ

花
カ 日田市立

三隈中学校
1年

「食は健康の源」
母親が作ってくれる食事から健康に毎日を過ごすための術に
気づき、自ら食事を作ることの大変さや大切さを学んでいっ
た。さらに、料理教室へ通うようになり健康の基本となる食の
あり方を学び、自ら健康管理ができるようになる。併せて、食
事を通したコミュニケーションの大切さを感じ、食事が心と体
の健康の源であることに気づいた。

最優秀賞

優秀賞 山本
ヤマモト

　晋
シン

滋
ジ

大分市

「百歳まで生きる」
８０歳の私は、５年前は立つことも歩くこともできない状態だっ
た。訓練の成果もあり、今では朝４時に起床し、７時には通学
路を歩く近所の子どもたちとあいさつを交わすことが日課と
なっている。
高齢者のあるべき姿が問われる昨今、体も心も健康を心が
け、花を咲かせ実らせたい。死のその日まで子どもを見守り
続けることが私の願いである。

<小・中・高等学校・大学等の部>

賞 氏名 学校名 学年 作品タイトル・概要

最優秀賞 新谷
シンヤ

　良子
ヨシコ

佐伯市

「私にとって健康とは」
健康のありがたさは、病気になって初めて気づく。私にとって
健康とは、体よりも心の状態を指し、心のもち方が常に前向き
で、明るく生きていくことである。自分がなぜ病気になったかを
考えて、原因を取り除かなければ、また病気をつくってしまう。
病気にならないためには、生活習慣を守り、自分がときめくも
のを見いだし、その中から喜びや達成感を得ることが大事で
はないか。

優秀賞 石和
イシワ

　真紀子
マキコ

大分市

「心が健康である」
心が健康であれば、相手のことが理解でき、優しくできると思
う。家庭での会話を大切にし、子ども達に私の今までの経験
を伝えていく努力をしている。心がいつも健康であることは、
家族、まわりの人たちに支えられ、見守られ、そして、この自
然豊かな土地から力をもらっていることを、改めて後生に伝え
いくことが私達の役目だと思う。

平成２６年度「おおいた教育の日」エッセー入賞一覧

【個人賞】

<一般の部>

賞 氏名 居住地 作品タイトル・概要
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大分県グローバル人材育成推進プラン(案)について

大分県グローバル人材育成推進会議の設置

平成２６年５月１４日に、本県におけるグローバル人材育成に必要な教育上の

課題・今後の取組について協議・検討するため設置。会議のメンバー及び審議の

経過は以下のとおり。

＜ 大分県グローバル人材育成推進会議委員 ＞

株式会社大分銀行 常務取締役 渡 部 智 弘

三和酒類株式会社 取締役副社長 熊 谷 敬 造

企業関係者 大分日産自動車株式会社 取締役社長 橋 本 仁

英語教室 代 表 池 田 裕佳子

独立行政法人 大分貿易情報
松 村 亮日本貿易振興機構 センター所長

大分大学教育福祉科学部 教 授 山 崎 清 男
大学関係者

立命館アジア太平洋大学 国際経営学部長 横 山 研 治

大分県PTA連合会 副会長 廣 瀬 多賀子
保護者代表

大分県高等学校PTA連合会 副会長 渡 辺 美和子

杵築市立杵築中学校 校 長 森 山 聡

学校教育関係者 宇佐市立宇佐中学校 校 長 吉 村 高 三

大分県立由布高等学校 校 長 工 藤 孝 一

市町村教育委員会 別府市教育委員会 教育長 寺 岡 悌 二

※団体名及び職名は平成２６年９月のもの。

＜ 審議の経過 ＞

第１回 ５月14日 大分県における「グローバル人材」の資質・能力について

第２回 ７月１日 「挑戦意欲と責任感・使命感」について

第３回 ８月７日 「多様性を受け入れ協働する力」及び「大分県や日本への深
い理解」について

第４回 ８月29日 「知識・教養に基づき論理的に考え伝える力」及び「英語力
（語学力）」について

第５回 ９月25日 「大分県グローバル人材育成推進プラン」について

［資料＿協議①］
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大分県における「グローバル人材」の資質・能力の考え方

会議での意見やアンケート結果を踏まえ、大分県における「グローバル人材」
の資質・能力を以下のように定義した。そして、これからのグローバル社会を生
きる大分県の子どもたちが、世界に挑戦し、多様な価値観を持った人々と協働し
未来を切り拓く上で、この５つの力の「総合力」が必要であり、その素地を教育
の中で培うことが必要であるとした。

世界に挑戦し、多様な価値観を持った者と協働する基盤となる

○挑戦意欲と責任感・使命感

○多様性を受け入れ協働する力

○大分県や日本への深い理解

○知識・教養に基づき論理的に考え伝える力

○英語力（語学力）

＝

５つの力の「総合力」

グローバル人材育成のための体制の整備

本プランでは、５つの力を総合的に育成するために、今後３年間に取り組むべき
施策を示した（別紙）。また、グローバル化の益々進展に対応できるよう、以下の
ように、施策の進捗状況の進行管理や取組の改善・充実を図るとともに、プランを
推進するための体制を整備する必要があるとした。

○成果を測る指標の策定
施策の進捗状況を確認できるよう、プランの成果を測ることができる指標

を策定する。

○フォローアップの実施
毎年度、本プランの進捗状況を「大分県グローバル人材育成推進会議」に

報告し、会議からの意見を踏まえて、組織的な取組の改善・充実を図る。

○プランの見直し
本プランの最終年度である平成２９年度において、本プランに基づく取組

や成果の状況を検証するとともに、必要に応じ、改善されたプランを策定。

○プランの推進体制の整備
本プランに基づく取組の推進や改善・充実を図るため、教育庁内の体制を

整備する。
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高校３年生　高校生の海外留学等に係る調査　集計

問１　これまで、２、３日以上の期間継続的に、外国人と一緒に活動した経験はありますか？

ある

ない 調査人数　７３４６人

問２　(問１で「ある」と答えた人のみ回答）

　いつそのような経験をしましたか。(複数回答可）

      ①１年（程度）以上の留学に行った。

      ②１年（程度）未満の留学・海外研修に行った。

      ③高校の海外修学旅行に行った。

      ④小中学校や市町村が実施する海外に行くプログラムに参加した。

      ⑤家族の仕事の関係などで、海外に住んでいた。

      ⑥日本で留学生と活動した。

      ⑦ホームステイで外国人を受け入れた。

      ⑧学校に在籍している外国人と一緒に活動した。

      ⑨その他

問３　(問１で「ある」と答えた人のみ回答）

　その経験により、以下のような変化があったと思いますか？(複数回答可）

      ①外国で起きていることへの興味が強くなった。

      ②大分や日本のことを知りたいという気持ちが強まった。

      ③外国人と話したり、一緒に活動したりすることへの不安感が減った。

      ④留学したり、将来、外国で働きたいと思う気持ちが強まった。

      ⑤英語でコミュニケーションを取れるようになりたいという気持ちが強まった。

67

946

73

60

70

106

21

866

318

424

170

302

109

１２８４人(１７．４％)

６３６５人（８６．６％）

人数

4
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